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第一章 周 代の 社會 

支那 古代の 事 は、 殷 以前 は詳 でない。 光緖の 末年 以來、 河南 省 安 陽 縣の小 屯 村い は ゆる 殷墟の 地から、 貞トに 用 ひ 

ら れた龜 S. 獸 骨が 幾た びか 發見發 掘せられ、 其の 研究の 結果に は 頗る 見るべき ものが あるが、 未だ 社會备 方面の 事態 

を闡 明す るに 至って 居ない。 社會 各方 面の 事態 を ともかくも 窺 ひ 得る の は 周 代からで ある。 故に 私 は 姑く 股 以前 を や ¥ 

峪し、 先づ周 代の 社會 組織 11 主として 政治 關 係から 觀 た社會 組織に ついて 述べ る ことと する。 

周 代に 於いて、 支那 は 多 數の國 とい ふ ものに 分かれ、 國には それ/ i.\> 諸侯が あって 之 を 治め、 而 して 其の上に 王が 

あって 备 諸侯 を 統御して 居た。 王： a に 諸侯に 事へ て 政務 を 掌る もの は士大 夫であった。 當 時の 社 會は、 王の 外、 諸 

侯 • 士大夫 竝に庶 人 • 奴 隸の四 階級から 成立った ので ある。 次に 少しく 其れ を說 明して 見よう。 - 

詩經 IS に 書 經の周 書 等、 比較的 信憑し 得る 古文 獻に、 王と いふ 文字が 數 多く 見えて 居る の は、 周知の 事で ある。 嘗 

經の 堯典舜 典に は 帝堯. 帝舜と あり、 周禮 |§ に 三皇五 帝と あり、 秦 漢時代に は 三皇五 帝と いふ ことが 盛に 唱 へられ 

た 結果、 王と いふ 稱號に 先んじて 皇 又は 帝と いふ 稱號 が存 したやう に考 へられて 來 たが、 此等 は戰國 以後に 作られた 

ものであって、 古代に 眞に皇 叉 は 帝と 稱 する 者が 存在した ので はない。 されば 支那 主權者 最古の 稱號は 王で あつたと 
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云 ふべき であらう。 王と いふ 文字に ついて、 說 文に は、 前 漢の董 仲舒を 引いて 天地人に 參 通す るの 意と 解した が、 勿 

論附會 である。 金 文に 依れば 王の 古體は である。 淸の吳 大徵は 「H5 大也盛 也。 从ニ从 山。 山 古 火 字。 地中 有 火" 其 

氣盛 也。 火 盛 曰 王。 德盛亦 曰 王。」 (ig 古) と IK つて、 王の 字 を 火 盛なる の 象形と 爲し、 羅振玉 氏 も 之に 同意して 居る 

(S) が、 此れが 妥當 であらう。 王と； K ふ 字 を 音符と する ものに 旺 *汪 などが ある。 旺は 光輝 叉 は 盛大の 意で あり、 

汪は 水の 深弘 なる を 意味す る。 此 等より 推せば、 王卽ち ワウと いふ 昔 は 古くから 物の 盛な こと を 現す に 用 ひられた で 

あらう。 さう して 諸侯 屮の 有力者に して 結對的 地位 を璲 得する 者が 現れる に 及んで、 その 勢力の 盛な 所から 叉 名 づけ 

て 王と 呼んだ もので あらう" さて 王 は 天命 を 受け、 天に 代 はって 天下 を 統治す る もので、 德が衰 へる と 天命 は 去って 

他の 有德 者に 移り、 同時に 舊 王朝 は 亡びて 新しい 王朝が 興る と考 へられた。 此れ はい は ゆる 受命 革命の 說 であって、 

此の 思想 は 周が 股 を 減して 之に 代 はった ことの 正當 である こと を說明 せんが 爲 めに 起った もの やうで ある。 

王 は 諸侯 を 統御す ると 共に、 直轄地と して 畿内 (單 に畿 ともい ふ、 畿は 一 つに 圻に 作る) を 有した。 其の 面積 は、 

禮記 王制な どに 方 干 里と あるの は 誇張 を 免れない が、 諸侯 中の 大國 に比べて 遙に 大きかった こと は 疑 を納れ ぬ。 那珂 

通 I 博士 は、 西は岐 山から 東 は洛： ^に 至り、 北 は 河 內. 河 東 を 包み、 東西 百 三十 邦 里 g 木) • 南北 五六 十 里」 (11) と 云 

はれた。 王に 直諫した 臣下に ついては、 禮記 王制に、 三 公 九 卿 二十 i: 大夫竝 に 多 數の士 があった と 記されて 居る" 此 

れは 直ちに 事 實とは 認め難いが、 諸侯に 比して 遙に多 數の士 大夫を 有して 居た こと は 疑 を納れ ない。 

周の 初に 於： t る 諸侯の 數は詳 でない が、 恐らく 二百 を 越えた であらう。 「春秋」 の 中に 見れ たと ころで は、 漢人の 


國百 四十 餘、 夷狄が 中原に 入って 建てた 國 三十 餘で、 合計 百 七十 餘と爲 る。 此の 中、 周と： E 姓の 國卽ち 周の 一 族に し 

て 封 ぜられ て 諸 族と なった 者 は 四十 餘で、 西 維 (今の 陕西省 寶雞縣 の 東)、 蔡 (令の 河南 省 上蔡縣 )、 魯 (今の 山 東お 

曲阜縣 )、 衞 (今の 河南 省 洪縣の 東)、 曹 (今の 山 東 省 定陶縣 )、 燕 (今の 河北 省 北 平縣の 東)、 晉 (今の 山 西 省 太 原縣の 

北) などが 其の 例で ある。 異姓に して 周 王朝の 爲 めに 功 を 立てて 諸侯に 封 ぜられ た 者 も 若干あった ので、 齊 (今の 山 

東 省 臨^ 縣) の 如き は 其の 最も 著名な ものである。 此の 外、 從來 から 存在した 異姓の 諸國 も多數 あつたが、 彼等 も 勿 

論 周 王朝の 承認 を 得て 諸侯た るの 地位 を繼繽 したので ある。 總 ベて 諸侯 は 子々 孫々 相繼 いで 其の 國を 領有し 統ュ 川した。 

諸侯に は 公. 侯 • 伯 • 子. 男と いふ 五つの 等級が あった。 其の 領土に 就いて、 孟子に は 「公侯 は 方 百 里、 伯 は 方 七 

十 里、 子 男 は 方 五十里に 封せられ、 五十里に 足らぬ 者 は 王に 直隸 せす して 諸侯に 附屬 し、 之 を 附庸と 呼んだ。」 とい 

ふ 意味の 記述が あるが、 周禮 11 大には 公 は 方 五百里、 侯 は 方 四百 里、 伯 は 三百 里、 子 は 二百 虽、 SR は 百 里と して 居る。 

此の 二様の 傳は俱 に戰國 時代の 學 者の 想像 說 であって、 周 制で は あるまい。 此の 如くき つばり と 封土の 大さを 定める 

こと は、 測量 術の 幼稚であった 古代に 於いて は 甚だ 困難であった らうし、 叉 自然の 地勢、 隣國の 境界 等 を 無視して 公 

侯伯 子 男の 領土の 大さを 一定 するとい ふこと も 至難であった らう。 されば 大體の 標準 はあった であらう が、 右の やう 

な 明白な 規定が 設けられて 居た わけで は あるまい。 而 して 諸侯 封土の 決定に は、 全 體の大 さの 外、 耕地 面镜に 重き を 

置いて 考慮され たで あらう こと は、 僅かながら 詩 經左傳 などに 見える 關係 記事に 依って 推测 される" 

王と； fS 侯との 關 係に 就いて 左俾 . 周禮 • 論語 • 孟子 等の 古典に 見える 所 を 綜合 すれば、 大略 次の 如くで ある。 凡そ 

諧 侯の 領土 は 王の 定める 所であって、 諸侯 は 私に 之 を變更 する ことが 出來 す、 隣阈を 犯して 領土 を擴 張す る 如き 事 は 
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勿論 許されぬ。 諸侯 相互の 間に 紛爭が 起った 時 は 王の 裁 斷を請 ふべ く、 恣に 他に 制裁 を 加へ て はならぬ。 天下の 秩序 

を亂す 者が あれば、 王 は 諸侯 を 率 ゐて之 を 征伐す る。 王 は 諸侯の 相續 その他の 大事に 對 しても 監督し、 無道の 臣 子が 

あって 亂を 作す 場合に は 之 を誅戮 する。 諸侯 は 年々 貢物と して その 國の產 物 を 王に 獻 上し、 叉 定斯に 入朝して 忠誠 を 

表明し、 國 政の 狀況 を報吿 する 義務 を 持つ。 その外 諸侯の 國內に 於け る卿大 夫の 數. 軍隊の 數 も大體 定められて 居た 

やうで ある。 以上の 中には 後の 學 者の 理想が 混じて 居る に 相違ない けれども、 しかし 朝廷の 權 威が 盛であった 時期に 

は、 • 之に 近い 事が 行 はれた であらう。 

諸侯の 臣下と して 大 夫と 士 とがあった。 大 夫に は 上大夫 • 下大 夫の^が あり、 上 大夫は 卿と も稱 したから、 卿 *大 

夫 •  士 の 三級が あつたと いふ こと も出來 る。 士 にも 上士  • 中士  • 下士の 別が あった。 卿 は 大國卽 ち 公の 國、 次 國卽ち 

侯伯の 國に 於い て は 三人 あり、 小 國卽ち 子 男の 國には 一 一人 あり、 下大夫 及び 上 士の數 も大國 • 中國 • 小國の 別に 從っ 

て それ- i\ 一定され て 居た。 此れ は禮記 王制 篇に 見える ところで ある。 王制 篇 制作の 時期 は戰國 末と も 云 はれ、 漢の 

文 帝の 時と も 云 はれ、 その 說く ところ を 直ちに 周の 制度と は 見做しが たいが、 儒家が 古より 傳へ來 つた もので あらう 

から、 此れに 依って 周の 制度の 面影 を a ^露す る こと は出來 るで あらう。 尙ほ 王制 篇には 大國の 三 卿 は 天子より 命ぜら 

れ、 次 國の三 卿の 中二 人 は 天子より、 一人 は國 君より 命ぜられ、 小 國のニ 卿 はすべ て國 君より 命ぜられ ると ある。 左 

傳 によって 考へ るに 齊の三 卿 は 王制 篇の說 の 通りで ある けれども、 魯に 於いて はか. -る 事例 を 見ない。 依って 思 ふに 

王制 篇に云 ふ 所 は 主として 異姓の 國に對 して 行 はれた 事で、 同姓の 國に 於いて は必 すし も 左様ではなかった であらう。 


士大 夫に は その 國 君と 姓 を 同じう する 者と 姓 を 異にする 者と があった。 國君は 適 長子 を 立て. - 太子と し、 その他の 

公子 卽ち 庶子 は 分家して 士大 夫の 列に 入った。 此れが 同姓の 士大 夫で ある。 異姓の 士大 夫と 云 ふの は 異姓の 人の 仕へ 

て 臣と爲 つた 者で ある。 士大 夫の 身分と 官職と は 別であって、 身分 は 世襲され、 官職 は 左様でなかった" 官職 も 問々 

世襲され る ことがある けれども、 其れ は 特別の 場合であった" 士大 夫の 身分に は牧 入が 附隨 して 居た" 卽ち大 夫は采 

邑を與 へられ、 士は係 祿を與 へられた。 大夫は 其の 采邑 の祖 稅を牧 め、 同時に 一般 行政 を 掌った。 

士大 夫の 身分 も必 しも 一定 不變の もので はなく、 罪 あるが 爲 めに 身分 を 奪 はれ、 功 あるが 爲 めに 身分 を 進められる 

やうな こと も 暴. '行 はれた。 しかし 實 際に 於いて は 氏族 間の 勢力の 消長に よって 身分の 變動 を來す ことが 多かった や 

うで ある。 春秋 時代に は各國 とも 五六 乃至 十ば かりの 氏が 勢力 を 占め、 重要の 官職 は それ 等の 氏に 屬 する 人々 によつ 

て 占有され、 氏と 氏との 間に 勢力 爭が 盛に 行 はれた。 『春秋 最顯の 贵族は 皆 中 紫 以後に 起れ り。 魯 の三棋 は皆棋 公の 

子孫に して 閔僖 (閔 公僖 公) の 際 始めて 國命を 執れり。 * 音の 諸 卿の 興れる も 略.' 時 を 同じう す。 鄭 の七穆 は皆穆 公の 

子孫に して 文宣 (文 公宜 公) 以後に 起れ り。 是 より 前、 豈， に 贵族無 からん や。 蓋し 已に 代謝し、 夷して Sri- と 爲れる 

なり。 晉の諸 卿の 興替 は 最も 顯 例と 爲す。 叔向 謂へ らく、 藥 *郤. 胥. 原、 降って 白お 隸と爲 ると。 此の 叫 族 (氏と：： n 

義) は僖文 (信 公文 公) の 問、 最も 赫赫たる ものな り。 百年に 及ばす、 昭定 (昭 公定 公) の 問に 至れば 則ち 已に 此の 

若し。 則ち 貴族と 平民と、 畫 然として 鴻溝 あり、 逾 越す 可から ざるに 非ざる や 明かな り。』 此れ は 梁 啓 超 氏が 中國文 

化 史社會 組織 篇に 述べる 所であって、 妥 當な觀 察で ある。 要するに 卿 大夫士 の 三級 は 固定して 動かぬ もので はなく、 

又此等 三級 を 一 括した 士大夫 階級と 庶民との 間に 越え 難い 障壁が 存 したので もなかった。 
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王の 下に 公卿 大夫士 のあった こと は 前に 述べた 如くで あるが、 其の 性質 は大體 諸侯の 士大 夫と 同様であった から， 

其の 說明 はか.^ 峪 する。 

便宜上、 兹で 軍隊の こと を 一言して 置かう。 諸侯の 軍隊に 於いても、 叉 王の それに 於いても、 兵卒 は 人民の 中から 

或る 條件 によって 召集され たもので、 一 般人民 以外に 兵士と いふ 一 團體 があった ので はない。 故に 大體 所謂 兵 農 一 致 

の 制で あつたと 謂って よい。 而 して その 將帥將 校の 任に 當る もの は士大 夫であった。 士大夫 は 平時に は 主として 文官 

として 働き、 戰 時には 武官と して 戰 場に 馳驅 したので ある。 

以上 は^代に 於け る 治者 階級の 大略で あるが、 此の 階級 を 通じ 行 はれた のが 姓氏の 制度で ある。 故に 次に 姓氏の 一 

斑 を 述べよう。 姓 は 支那に 於け る 最古の 血族 阒體 の名稱 であって、 同 一 祖先より 出で た 血族で ある こと を 示す もので 

ある。 姬 • 姜 • 子. 贏 • 媳 • 丰 などが 其の 例で ある。 周の 初期まで は 姓 を 同じう する 血族 は相圑 結し 協力して 世に 活 

動した ので、 周の 武 王が 殷を滅 して 新 王朝 を 建設した の も 同姓の 一族の 力に 俟っ 事が 多かった。 されば こそ、 武王 は、 

殷を 減して 後、 大に 同姓 を 封 じて 諸侯と 爲し、 其の 功勞に 酬いた ので ある。 然るに 歳月の 推移に 伴って、 姓の 內 部に 

更に 幾多の 小 血族 圑體を 生す るに 至った。 是れが 氏で ある。 氏 は 恐らく 支 枝と 同意であって、 姓の 分派で ある こと を 

意味す る 語であった らう。 氏の 制度が 發 達した の は 周 代であった。 梁 啓 超 氏の 中國 文化史に は殷墟 の龜板 文に 氏と 云 

ふ 字の 見えない こと を 指摘し、 氏 は 周 代に 始まった もので あらう と 云った が、 安當の 見解で あらう。 氏の 發生 する 場 

合の 最も 主なる もの は 次の 四つであった。 


一 新に 諸侯の 封 ぜられ た 場合。 此の 時 諸侯 は 封 ぜられ た 國の名 を 以て 氏と する。 

ri 諸侯の 支庶が 分家して 一 家 を 創立す る 場合。 諸侯の 適 長子 は 太子と なり、 庶子 は 各. '屮 I で \ 一 家を创 立す る。 

子 其の 人 は 公子 某と 云 ひ、 公子の 子 は 公孫 某と 云 ひ、 公孫の 子 は 祖父 卽ち 公子の 字 を 氏と して 之 を稱へ る。 

iT 一  官を 世々 にせる 爲め之 を 氏と する 場合。 司 馬 氏 • 司 空 氏の 如き は その 例で ある。 

圆 采 邑を以 つて 氏と する 場合。 周の 祭 氏 • 尹 氏， 蘇 氏 • 劉 氏、 魯の臧 氏 • 氏な どが 其の 例で ある。 

^ほ 公子から 出た 氏に は 宗法と 云 ふ ものが あって、 本末 相 統べる 組織 を 倫へ て 居た。 諸侯の 公子に して 一 氏 を 創立 

する もの を 別 子と 呼び、 別 子 正系の 子孫 を 太 宗と云 ふ。 正系の 子孫と は 適 長子の 子孫であって 家 を 相 綾す る 者 を 指す。 

別 子の 庶子 は分異 して それ，.^ 小宗を 立てる。 小宗は 五世の 問 その 族 人 を 統べる が、 六せ に 至れば その 力 を 失 ふ。 太 

宗は 永久に 族 人 を 統べ、 長に 其の 地位 を 失 はない。 かくの 如くして 多 數の族 人 は 先 づ小宗 に 統べられ、 多くの 小宗は 

太宗 によって 統括せられ、 而 して 幾多の 太 宗は相 率 ゐて國 君を宗 として 之に 仕へ るので ある。 同姓の 士大 夫と 云 ふの 

は、 此の 太 宗小宗 に 外ならぬ。 當時 諸侯が 同族の カを以 つて その 地位 を 擁護した こと は、 此れに 依って 窺 はれる。 公 

子 以外の 氏に 就いては 別に 傳 へられる ところ はない が、 恐らく 公子の 場合に 類似した 制度が あつたで あらう。 周の 盛 

時から 春秋： a に 戰國の 初に かけて、 士大夫 は 氏に 依って 圑 結し、 榮枯 盛衰 を 共に したので、 其の 例 は 左傅國 語な どに 

數 多く 見えて 居る。 氏の 制度： に その 紐帶 をな す 宗法の 制度 は當 時の 封建制度と 相表裹 し、 互に 極めて 密接の 關係を 

有する もので あつたので ある。 

姓氏に 就いて 附記して 置きた いのは 姓を以 つて 母系制 度の 産物と する 說の ある ことで ある。 有 賀長雄 博士 は 明：！ 3 
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十七 年發 行の 「社 會學」 の 中に 早く も 此の 事を說 かれ、 其の後 二三の 學 者に 依って 繰 返され、 近く は 梁 啓 超 氏の 中 

國 文化史 社會 組織 篇 にも 見えて 居る。 その 論據 は、 要するに、 姓が 女扁 である ことと、 姓の 名稱 なる 姬 • 贏 • 姜等 

の 字が 女に 从 ふこと にある やうで ある。 併しながら 私 は 之に 贊成 しない。 その 理由 は 次の 如くで ある。 

M 周 代の 金 文に は 姓 を 坐 (生) に 作った ものが あり、 叉^ giC> に 作った もの も あるので、 此の 文字 は必 しも 女に 

从 ふので はない。 蓋し 姓 は 初に は單に 生と 誓 かれ、 ついで 性 叉 は 姓と 誓 かれた もので あらう。 此れ は 文字の 發 達の 

上から も 推測 せられる ことで ある。  ， 

に 姓の 名 稱には 女に 从ふ ものが 多い やうで あるが、 倂し 女に 从 はぬ もの も少 くない。 子 • 風 • 任. 已 • 羋 • 曼な 

ど、 尙ほ少 からす ある。 而 して 舜の姓 として 名高い 媽の 如き も、 金 文中に は 女に 从は， f して 單に (爲) に 作られ. 

た 例が ある (確 一  1)〕 されば 姓の 名 稱も必 しも 女に 从ふ もので はなく、 後世に 於いて 女に 从ふ もの も嘗 つて 女に 从 

はなかった 例證も あるので あって、 姓の 名稱と 女文字と に 分かつ 可から ざる 關 係が あるので はない。 

111 女に 从ふ ものと 雖も 決して 之 を 母系制 度の 痕跡と 認める こと は屮 I 來 ない。 抑.' 現存の 古典に 見える ところの 姓 

は 皆 父系 時代の 姓で ある。 姬 • 姜 • 鼠 • 羊 等 一 として 然ら ざる もの はない。 故に 是 等の 文字に 含まれた 女 字 は 他に 

的確な 證 據が存 しない 以上 は、 之 を 母系制 度 を 示す ものと 見る こと は出來 ぬ。 母系と 父系と は 全然 性質 を 異にする 

ものである。 故に 假 りに 姓が 母系 時代に 發 生した とすれば、 それ 等価々 の 姓 は 母系制 度の 廢れ ると 共に 滅び、 父系 

時代に 入る に 及んで は 別に 新な 姓が 成立した と 見なければ ならぬ。 されば 姬 • 昏 • 媳. 贏 その他 周 代 以後に 存 した 

姓であって 女 字に 从ふ もの も 父系 時代に 發 生した もので あり、 その 文字に 含まれた 女 字 は 母系制 度の 徵證 ではなく、 


それ 以外の 或る 意味 を 持つ もので あらねば ならぬ。 然 らば それ は 如何なる 意味で あるか。 那珂 博士の 支那 通史 f に 

「(s^ 時) 男子 冠名以 氏、 而不稱 姓、 姓 者 婦人 所稱 也、 故 其 字多從 女、 如姬 姜媳赢 之屬」 と あるが、 此れ は 動かぬ M 

釋 である" 姓の 名稱 であると ころの 文字が 女に 从 ふの は、 その 文字が 外の 意味で はなく、 姓 を 意味す る こと を：： 小す 

もの、 姓と いふ 文字 そのものが 女に 从 ふの も 亦た 此の 字が 誕生 發生 等の 意味で はなく、 血族 圑體 たる 生 を 意味す る 

こと を 示す ものと 解釋 すべきで ある。 さう して 此れ は、 周 代 男子 は 氏 を 用 ひ、 女子の み 專ら姓 を 用 ひたのに 因る も 

のに 外ならぬの である。 從 つて 女に 从ふを 理由と して 姓 を 母系制 度と 解す る こと は 到底 許されな いので ある。 周 代 

女子が 專ら 姓を唱 へたの は 云 ふまで もな く 同姓 不婚の 俗に 出で たもので ある" 子 は 氏 を稱へ 女子 は 姓 を稱へ る慣 

習 は 春秋 時代まで 存し、 戰國 時代に 至って は 婦人 も 亦た 氏 を 用 ひ、 姓の 用が 廢れ た。 此に 於いて 姓と 氏と を 混じて 

一 とする 「姓 は 劉 氏」 などと 云 ふ 表現 法が 生じた ので ある。 

因みにい ふ、 支那 上古に 母系制 度が あつたか 否か は 自ら 別問題で ある。 私 は 姓 を 母系 阐體 とする 說を 否定した ビ 

けで ある〕 母系制の 存否 は、 別の 資料、 別の 方法に 依って 考察され なければ ならぬ。 

し 化 人 はいふまで もな く 一  般 人民で ある。 梁 啓 超 氏 は 庶人は 本來氏 無く 唯 だ 名のみ を 有して 居た と 云った へ II 文) が、 

大體 左様であった らう。 姓氏の 制度 は 士大夫 以上の 階級に 行 はれ、 」 お 人の 問に 於いて は、 若干の 例外 を 除き、 一般に 

は 行 はれなかった やうで ある。 周 代に は 商工業 は 旣に發 生し 他方 狩獵 牧畜 も 行 はれた が、 庶 人の！. 取 大多數 は 農業に 從 

事して 居た。 ffl 子. 周禮. 禮記 王制 篇等 によれば、 土地 は 王 若しくは 諸侯に 依って 所有せられ、 王 若しくは 諸侯 は 之 
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を 百 畝づ. ^人民に 分配し、 叉 宅地 五： fi をも與 へた こと  >-爲 つて 居る。 a: し 此等は 西 周 時代から 數 百年 を 降って 作られ 

た文獻 であるから、 此れに 依って 周 代に 於け る 土地 公有 制度の 存在 を斷定 する 事 は出來 ない。 孟子に 依って 周 代の 遣 

制と して 賞 讚され る 井田 法 も、 土地 公有 制の 一形 式と 云 ふべき ものであるが、 その 存否 も 疑問で ある。 要するに 土地 

公有 制の 存否 は 明で ない。 それ は ともかくも、 庶民の 多數は 農耕に 從ひ、 副業と して 養 蠶. 牧畜な ど を 行った。 彼等 

は 移住の 自由 を 認められす、 その 鄕 里に 留まって 土地 を钟 すべき ものと せられた。 移住の 自由の 無 いのは 決して 苦痛 

でな く、 彼等の 苦痛と すると ころ はむしろ 飢饉. 戰亂 などの 爲め、 此の 掊を 破って 他鄕に 流れ 徙 つて 生活の 途を 求め 

なければ ならぬ ことであった やうで ある。 彼等 は祖稅 として 穀物 を 納め、 時として は それに 代へ て紹を 納める こと も 

あったら しい。 又 毎年、 公家の 雜役ゃ 土木 事業な どの 爲め 若干 日の 勞 働に 服し、 兵役の 義務 を も負擔 した。 」此 民と 國 

- 君との 問に はかなり 親しみが あり、 國の 大事に 際し、 人民の 意見 を徵 する やうな こと も 間々 あつたので、 其の 例が 二 

つ 三つ 左俾に 見えて 居る。 

庶 人の 下に 位する もの は奴諫 であった。 彼等 は隸 • 臣. 僕 • 童 (僮) などと 呼ばれ、 女子に 對 して は 妾 *婢 等の 名 

稱が與 へられた。 奴と 云 ふ 字 は本來 女に 對す る稱 呼であった らうが、 後に は專ら 男子に 對 して 用 ひられた。 奴 隸の出 

自は 凡そ 次の 三種で ある。 

卜 漢族の 間に 於い て 他國を 伐って 瘦た 捕應。 

「一 異 民族 を 伐って 瘦た 捕廣。 


0 罪人 若しくは 大罪 人の子 女。 

右三 種の 奴 隸の中 最も 早く 發 生した の は 第一 による もので あらう。 而 して 古代に 於いて は、 後世に 於け るが 如き 貧 

窮の爲 め 自ら 身を寶 つて 奴婢と なる 者、 己の 子女 を寶 つて 奴婢と なす 者、 他人に 略寶 されて 奴婢と なる 者な ど は 殆ど 

なかった であらう。 奴婢 は 勿論 人格 を 認められす、 生殺與 奪、 所有者の 意の ま X であった こと は 後 f の 例から 推測 さ 

れる。 奴婢 は 王 • 諸侯 • 士大夫 等に 依って 所有せられ、 地位 高く 勢力 强 きもの ほど 多く 之 を 持ち 得た であらう。 其の 

任務 は 農耕、 牧畜 拉に雜 役であった らう。 

第二 章 春秋より 戰國 末期に 至る までの 政治 社會 組織の 變化 

前章に 述べた ところ は、 主として 周の 盛時に 於け る 政治 社會 組織で あるが、 其れが 春秋から 戰國に 亙って 非常な 變 

化 を 遂げた。 次に その 變 化の 大要 を 述べよう。 

第一 王權の 衰微と 諸侯の 强大 

此の 傾向 は 西 周 末期から 存し、 春秋 時代に 入って 甚 しくな つた〕 但し 王の 權威は 未だ 消滅せ す、 諸侯の 周 王室に 對 

する 尊崇の 念 は猶ほ 灰め 切らす、 從 つて 天下の 秩序 を 維持す るに は、 有力な 諸侯が 王室 を 尊 奉して 列國を 糾合 統一す 

る ことが 適 當と考 へられた。 此の 要求に 應 じて 發 生した ものが 覇者で ある。 併し 霸 として 成功した の は 齊の桓 公 • 

晉の文 公 等  一二 人に 過ぎす、 覇者の 力に 依って 諸侯 相爭 ふの 大勢 を 喰 ひ 止める ことが 出來 す、 大は小 を 併せ、 强は， お 

を吞 み、 その 結果 諸侯の 數は 次第に 減じ、 春秋 末期に は、 有力な 諸侯 は 十二 三を數 ふるに 過ぎなかった。 而 して 戰國 
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に 及んで は 更に 減少し、 その 末期に は、 主なる 諸侯 は秦 *楚. 齊 *燕* 韓. 魏. 超の 七 國と爲 つた。 七國の 中、 韓* 

魏 • 趙は 原と 晉の大 夫であって 晉を， 減して 1 ハの國 土 を 分割した もので あり、 齊の田 氏は姜 姓の 舊主 を逐 うて その 國を 

奪った ものであるから、 西周以 來の舊 諸侯 は秦 *楚* 燕の 三國に 過ぎなかった ので ある。 此 くの 如く 諸侯の 數が 減す 

ると 共に その 領土 は龙大 となり、 國カは K 盛と なった。 七國の 中で は、 初めは 秦. 齊ニ國 が勢强 く、 相 約して 西 帝 • 

Is- 帝と 稱へ たこと もあった が、 後、 秦が 最も 强く、 遂に 他の 六國を 平げ て 天下 を 統一し、 從來 未だ 曾って 有らざる 中 

央集權 の 大帝 國を 建設した ので ある。 

第二 郡縣 制度の 發 生と 發達 

縣は國 君に 直隸 する 土地 を 指した 言葉で ある。 元來 諸侯の 領土の 中には、 國君 自ら 領 する ものと 卿大 夫の 知行 所と 

して 與 へられた ものと があった。 前者 は 公邑と 呼ばれ、 後者 は采邑 • 采 地な ど. - 呼ばれた" 而 して 縣は 一般の 公邑と 

異なり、 國 君が 他國を 侵略して 新に 得た 土地、 若しくは 故あって 卿大 夫の 土地 を沒牧 した ものな ど を 指した やうで あ 

る。 都 も縣と 同じ 性質の 土地で あるが、 辟 遠の 地に？ lii けられ、 地域 は廣 いけれ ども 人口の 乏しい 場合が 多かった。 從 

つて 郡は縣 より 下級の ものと せられた が、 ついで 土地が 開發 され 人口が 增 加す るに 及んで は、 地域が 廣 いだけ に縣ょ 

り遙に 人口が 多く、 租稅牧 入 も 多くたり、 かくして 遂に 都縣の 地位が 顧 倒され、 都 を 上位に 置き、 郡 をして 縣を 統べ 

しめる こと. - なった やうで ある。 要するに 都縣 は、 少く とも 春秋 中期から 存在した 國 君の 直 領地であって、 弱小の 國 

が 強大な 國の爲 めに 侵略せられ、 大 諸侯の 領土が 擴 張され るに 從 つて その 國內に 都縣の 新設され る ことが 益. '多くな 

つた。 新 得の 領土の 中、 割いて 卿大 夫に 與 へられる もの もあった が、 郡縣 として 國 君に 直 屬 する ものが より 多く、 支 


那全體 から 見れば、 國 君の 直 領地た る 郡 縣は增 加し、 卿大 夫の 采邑は 減少し つ X あった やうで ある。 

第三 圑體 としての 姓氏の 衰替と 個人の 擦 頭 

姓 は、 周 初に 於いて は 鞏固なる 血族 團體 であった こと は 前章に 述べた 如くで ある。 然るに 其の後、 姓 を：：！ じうす る 

人々 の 間に 同族と しての 感情が 冷却し、 その 圑結カ も 弛緩し、 甚 しき は 同姓の 諸國 互に 相攻 伐す るに 至った。 而 して 

姓に 代 はって 新しき 血族 團體 として 重要な 地位 を 占めたの は 氏であって、 春秋から 戰國の 初まで は、 各 國の卿 大夫は 

皆 其の 氏の 勢力に 立脚して 活動した。 試みに 列擧 すれば、 周の 周 氏. 召 氏 • 祭 氏 二 早 氏. 劉 氏、 魯. の 仲 孫 氏 (孟 氏). 

叔孫氏 • 季孫氏 • 臧 氏. ^氏. 展氏、 晉の韓 氏 • 趙氏 • 魏氏 • 范氏 • 苟氏 • 欒氏 • 都 氏、 齊の高 氏 • 國 氏. 鮑 氏. 捐 

氏 • 慶 氏 • 田 氏、 宋の 華氏 • 樂氏 • 皇氏 • 向 氏、 鄭の良 氏 • 游氏 . 國氏 . 罕氏、 衞の石 氏 •  氏 • 孫 氏 • 孔氏 など、 

いづれ も 著名の 氏で、 それぐ 其の 國の政 權に. 與 つたり 中に も 田 氏は齊 國を簋 ひ、 韓魏趙 三 氏 は晉を 分かって 諸侯と 

爲 つたが、 それ も 氏 全體の カを以 つて 他の 有力な 氏と (Jli^ ひ、 之を仆 した 結果であった〕 此 くの 如く、 戰國 初期まで、 

氏の 政治 上の地位 は 頗る 重要であった" 然るに 戰國の 中期から 氏 は 政治的に 次第に 勢力 を 失 ひ、 同時に 氏 を 基礎と せ 

ざる 優秀なる 個人の 活動が 起って 來た。  . 

人材 任用の 先鞭 を 著け たもの は秦國 であった。 秦は、 春秋の 時、 緩 公が 亡 國の臣 百 里 溪を用 ひて 國カを 養 ひ、 西戎 

に 顯と爲 つたと 傅 へられて 居る が、 菜して 事實 かどう か 疑 はしい。 戰國の 時 孝 公出づ るに 及んで、 衞の」 お 公子 衞缺 

(商 駚) を 用 ひて 制度 を 改革し、 その 勢が 日に 盛に 爲り、 山 東 諸 國を顯 倒せん とする 趣が あった" 是れ より 後、 秦は 

勿論、 他の 國々 も 已の國 を 維持し、 覆 亡 を 免れん が爲 めに、 爭 うて 人 村 を 招き 用 ひた。， 秦の惠 文 王の 相と たった 張债 
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は魏の 人で、 もと 貧賤の 身分の もので あり、 昭 王の 相と なった 范雎も 亦た 魏の 人で、 貧賤なる 爲 めに 餽 王に 仕 へんと 

しても その 資力が なく、 因って 魏の 中大夫 須賈に 仕へ て 居た ものであった。 同じく 昭 王の 相と なった 蔡澤は 燕 人で、 

此れ 亦た 身分の 低い ものであった やうで ある。 秦 以外の 國に 就いて 云へば 申不 害は鄭 の賤臣 であった が、 刑名の 學に 

よって 昭 侯に 用 ひられて 相と なり、 孫臏は 刑餘の 人で あつたが 齊の威 王に 用 ひられて 軍師と なり、 蘇秦は 一布 衣を以 

つて 燕の 文 侯 以下 六國の 君を說 いて 合 縦の 計 を 行 ひ、 一 身に して 六 國の相 印を帶 び、 孟子 は鄒の 生れで 貧賤の 人で あ 

るが 齊の宣 王の 客 卿と なった。 秦 王の 威 を 挫いて 名 聲を馳 せ、 超の 上 卿と なった 蘭 相 如 も、 身分の 賤し いもので あり、 

燕の 昭 王に 仕へ 上將 軍と なり、 相國を 兼ね、 齊を 伐って 七十 餘城を 降し、 一 時 は 殆ど 齊國 全部 を 占領した 樂毅 は、 そ 

の 祖先 は魏 の大將 であった が、 後 零落して 布 衣と なり、 超. 魏に 仕へ 更に 燕に 仕へ た 者で ある。 か. -る例 は 猶ほ少 く 

ない けれども、 一 々は 擧げ ない。 勿論 戰國 中期 以後と 雖も、 f 襲の 卿大 夫がなかった ので はない。 叉 その 一 族から 傑 

物 を 出 だした こと 例へば 齊の 田單の 如き 場合がない ではない。 併し 大體 から 觀て、 國 家が 賴 んで以 つて 立つ ところの 

もの は强宗 豪族で はなく して、 智勇 辯 力の 士 であった" 言ひ換 へれば、 政治 上 最も 重要な 勢力 は 氏で なくして 優秀な 

個人であった。 此れが 春秋 乃至 戰國 初期と 戰國 中期 以後との 著しく 相違す る點 である。 

何故に 氏が 衰 へて 有力なる 僴 人が 勃興した ので あるか。 それ は 支那の 國 土が 少数の 大 諸侯に 領有され、 此等大 諸侯 

は备. '强大 なる 國カを 傾けて 相爭 つた 爲め、 其の 爭が 激烈 深刻と なり 門閥の 力の みに 依って 國を 維持す る ことが 出來 

す、 廣く 人材 を 求めて その 力に 依頼し なければ なら なくなった ことに 主として 因る であらう が、 一面 叉 次の 如き 事情 

にもよ つたので あらう。 


卜 當時大 なる 氏卽ち 有力な 士大 夫が 互に 相爭 ひ、 强大な ものが 弱小な もの を滅す こと、 宛 も 諸侯 相互の 問に 於け 

るが 如く、 その 結 菜と して、 有力な 氏の 數が少 くな つたこと。 

に 卿大 夫と 從 おとの 問に 鞏固な 主從關 係が 發達 しなかった こと、 國 君と 臣下との 間に 於け るが 如く、 從 つて 卿大 

夫の 地位が 堅固でなかった こと。 

tu 兵 農 分離せ す專 門の 武人が 發 達しなかった こと。 有力な 卿 大夫は 若干の 私兵 を 持って 居た やうで は あるが、 そ 

れは 其の 國の 兵卒 全體に 比すれば 一 小 部分に 過ぎない ので、 國君は 氏 を 背景と する 由緒 ある 卿 大夫を 除外して、 い 

くらで も 軍隊 を 作る こと を 得た ので ある。 

要するに 列 國競爭 の 激烈 化に よる 人材の 要求と 此 等の 事情と が 相 合して 氏が 衰へ、 優秀なる 個人が 勃興した ものと 

考 へられる。 

第 四、 士大 夫の 制度 衰へ、 官職 及び 爵の 制度が 發 達した こと。 

此の 事に 就いては、 明瞭な 記述が 傳 はって 居ない。 た？ 秦漢 の爵の 制度が 最も 參考に 値する ので ある。 漢書 百官 公 

卿 表に 一 一十 級の 爵の 規定 を 揭げて 次の 如く 云って 居る。 

爵 一級 曰 公士。  二 上 造。 三簪： IT 四 不更〕 五大 夫。 六官大 夫。 七 公大 夫。 八 公乘。 九 五大 夫。 十左庶 長。 十一 右 

庶長。 十二 左更。 十三 中更。 十四 右更" 十五 少上 造" 十六 大上 造。 十七 駟車庶 長。 十八 大庶 長。 十九 關內 侯。 二 

4" 欹侯。 皆秦 制。 

此の 番號は 下より 上へ 數へ たもので、 一 の 公士が 最下 級で、 二十の 徹 侯が 最上級で ある。 此の 屮、 公士から 不 更に 
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至る 四 級 は 古の 士に當 る もの、 大 夫より 五大 夫に 至る 五 等 は 古の 大 夫に 當る もの、 左庶 長より 大庶 長に 至る 九 等 は 古 

の 卿に 當る ものであると いふ ことが、 綾 漢書 百官 志の 注に 引かれた 魏の 劉劭の 言葉に 見えて 居る が、 爵 の名稱 など か 

ら考 へて、 的確な 解 釋と受 取られる。 卽ち 二十 級の 中、 十八 級 以下 は 古の 卿大夫 士の變 化した ものである〕 十九 は關 

內侯、 二十 は徹 侯で ある。 徹は 通の 意、 徹侯は 諸侯に 通す る、 言ひ換 へれば 諸侯に 準す るの 意であって、 之 は 古の 卿 

大夫 以上の もの、 秦の國 土が 非常に 尨大と なり、 國 内に 諸侯に 準す る 封 君 を 設け 得る 時代、 卽 ち戰國 末期に 創設され 

たものと 認 むべき である。 關內侯 は關內 (函 谷關 以内) に 在って 俸祿 を 受け、 采邑 無く、 唯 だ 侯の 稱號 のみ を 許され 

る もので、 此れ 亦た 秦が 非常に 强 大と爲 つた 後に 設けられ たもので あらう。 されば 二十 級の 爵は 戰國 末期に 完成され 

たもので、 是れ より 先、 官職が 發 達する と共に 卿 大夫士 の 身分 は 次第に 榮爵に 化し、 論功行賞の 用に 充てん が爲 めに 

多くの 等級に 分 たれ、 遂に 十八 級と 爲り、 關. 2： 侯. 徹侯を 加へ て 二十と 爲 るに 至った ので ある。 又漢 代の 官職 は大體 

秦 代の 其れの 繼綾 であり、 秦 代の 官職の 多く は戰國 時代 秦が 猶ほ大 諸侯であった 時代に 胚胎して 居る が、 其の 官職に 

は それ，^ 係祿 が附隨 して 居る。 而 して 前記の 健に は、 徹侯 • 關內 侯の 外、 いづれ も 或る 優遇が 伴な つて 居る だけで、 

牧入を 伴 はない。 此れに 依って 卿 大夫士 の 身分が 榮爵 化する と iE 時に、 牧人 は 分離して 官職に 移った ことが 窺 はれる。 

要するに 戰國 特に 其の 中期から 末期に かけて、 卿大 夫の 身分が 廢れ、 官職 及び 爵が發 達した ので あるが、 此れ は、 大 

體に 於いて 身分と 牧人と を 世襲す る 制度が 崩壞 し、 自由に 官吏 を 任用し、 其の 職掌に 應 じて 棒 給を與 へる 制度の 起り 

つ、 ある こと を 示す ものに 外ならぬ。 以上 は 專ら秦 に 就いて 云った ので あるが、 秦 以外の 諸國に 於いても、 類似の 變 

化の 起り つ X あった こと は魏 に公乘 • 五大 夫 等が あり、 超に 五大 夫の あった ことな どに 依って 察せられ るので ある。 


第五 」 お 人 階級の 發達 

前に 述べた やうに 士大 夫の 間に 勢力 爭が行 はれ、 爭に 敗れた 者 は 地位 身分 を 失 ひ、 降って 庶 人となり、 庶 人間に 智 

識財產 の ある ものが 次第に 多くな つた。 古 は 學問は 主として 官吏の 學び傳 へたと ころで あつたが、 春秋の 末から 侗人 

にして 私塾の 如き もの を 開き、 官民 を 問 はす 弟子 を 取って 敎 ふる 者が 出來 た。 孔子 • 墨 子の 如き は 其の 最も 著しい も 

ので ある。 此の 風 は戰國 時代に 入って 次第に 盛と なり、 」 お 人も敎 育の 機 會に與 り 得る やうに 爲 つた。 

春秋 末期より 戰國 にかけ て 商業が 發 達した〕 此れ は 諸侯の 國々 の 交際が 盛と なり、 使節 を 通す る ことが 多くな つた 

爲 めに 交通の 發 達を來 した こと、 諸侯が 强大 となり、 奢侈に 耽り、 珍 貴の 品 を 喜んで 買 求めた こと、 諸侯の 居城 は 人 

口が 增 加し、 都市と して 發 達した ことな どに 因る ものである。 商業が 盛に なった 結 菜と して、 」 お 人の 問から 富豪が 少 

からす 現れた。 史記 貨殖 列 偉に は庶 人の 一代に して 巨富 を 得た もの 、傅 を！ sr へて 居る が、 劈頭に あるの は 孔子の 弟子 

子 貢の 傅で 、「子 貢駟を 結び 騎を 連ね、 束帛 の幣以 つて 諸侯に 聘享 す、 至る所の 國君、 庭 を 分かって 與 に抗禮 せざる 無 

し」 など 見えて 居る。 商人 致 富の 祕訣は 主として 買占めであった。 卽ち物 多く 價賤 しき 時 之 を 買占め、 惯 の騰贵 する 

の を 待って 之を賫 出す ので ある。 その 例 も 貨殖 列傳に 多く 見える。 春秋 戰國の 際に は 金屬貨 は 旣に發 生し、 特に 戟 

國 時代に はかなり 盛に 行 はれた やうで ある。 當 時の 貨幣 は 大別して 刀 . 布の 一 一 つと なる。 刀に は齊刀 • 明 刀. 直刀 • 

尖 首 刀の 训が あり、 布に は 空 首 布 (錢 布) • 尖 足 布 • 方 足 布 • 圓足布 等の 別が ある。 而 して 多く は幣の ii^ 面に 邑 名を禱 

出し、 間々 國名を 鑄た もの も ある。 國名を 鑄た もの、 例へば r 齊法 化」 の 如き は、 國 君の 禱 たもので あるが、 他の 大 

部分 は 各邑の 商人が 禱 たもので、 それ ゆ ゑに こそ 邑の名 を 現した ので ある。 貨 裕鏡 造權を 政府に 牧め たの は桌始 皇帝 
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以後の 事であって、 それ 以前 は 主として 商人の 手に 存 したので ある。 商人の 勢力の 大 であった こと は 此れに 依っても 

察せられる。 要するに、 春秋 末 以來、 庶 人の 智力 財力 供に 進み、 その 中から 一躍して 宰相の 位に 上る 蘇秦. 張 儀の や 

うな もの も 出で、 叉 は 子 貢の やうな 富豪 も 出で た。 士大 夫卽ち 貴族 階級の 衰微と 庶人 階級の 勃興と は戰國 時代に 於い 

て 著しい 對照を なす 現象 で あ つ た。 

庶人 階級の 勃興に 伴って 貧富の 训も 著しくな つて 來た。 此の 時代に は 土地 は 明に 私有せられ、 而も その 所有の 有様 

は 頗る 不規則で、 或る もの は 阡陌を 連ね、 或る もの は 立錐の 地 だに 無い のであった。 土地 を 兼併した もの. - 中には 農 

民から 起った 富豪 もあった であらう が、 しかし 其れ は 主として 商人であった らしい。 而 して 大地 主の 所有地 を 耕し、 

その 報酬と して 牧穫の 若干 を 得る もの もあった" 卽ち 小作人 も 旣に發 生した ので ある。 

尙ほ 一 言附 加へ て 置きた いのは 庶民の 氏名の ことで ある。 前に 述べた 如く 彼等 は 初に は 名のみ あって 氏 は 無かった 

ので あるが、 戰國 時代に 至って 士大夫 階級に 倣って 一 般に 氏を稱 へる やうに 爲っ たやう である。 

春秋 戰國 時代に 於け る 政治 社き 組織の 變 化の 跡 は 大略 以上の 如くで ある。 卽ち 封建制度、 士大夫 階級の 制度、 氏に 

依って 圑結 する 制度 は 次第に 衰へ 廢れ、 戰國 末期に 至って は、 諸侯の 國の數 が 減す ると 共に 諸侯 領土 內の 士大 夫の 采 

邑が 減じ、 諸侯 直 領地た る 郡縣の 設けが 多く 爲り、 同時に 個人の 活動が 盛に なり、 新しい 官職 及び 爵の 制度が 起り、 

社會は 一 大變化 を 遂げつ 、あつたの である。 封建制度 は秦統 一 後に 至って 遽に廢 止せられ たので なく- 戰國 時代に 於 

いて 徐々 に 崩 壌し つ X あった こと は、 上に 述べた ところに 依って 略.^ 明瞭で あらう。  ， 


第三 章 秦漢 の社會 

秦國 最後の 王であった 政 は 其の 卽 位の 二十 六 年 (221 B.  C.) 悉く 諸侯 を滅 し、 始 皇帝と 稱 へて 天下に 君臨した。 是 

れ より 先、 秦の 國內に 於いて は、 秦の 領土が 擴大 すると 共に 王に 直屬 すると ころの 郡 縣が增 加した U 一方 諸侯に 類す 

る徹 侯の 爵も存 した けれども、 王政 は 其れが 君主の 權 カを强 くす る 所以に あらざる を覺 つて、 出來る だけ 之 を 置く こ 

と を 避けた。 されば 統一 の 業 成る に 及んで 天下 は 殆ど 悉く 秦の郡 縣と爲 つた〕 秦の 丞相 王 絡 等 は、 燕 齊楚の 如き、 秦 

の 都 (咸 陽) を距る こと 頗る 遠き 地に は 皇子 を 王と して 之を鎭 せしめん こと を 請うた けれども、 始 皇帝 は廷尉 李斯の 

反對 意見 を 採用して 之 を 斥けた。 かくて 天下 を 三十 六 郡に 分かち、 各 都 は 更に 縣に 分かち、 都に 守 • 尉. 監を 置き、 

縣に令 若しくは 長 ( 一 萬戶 以上の 縣には 令 を 置き、 未 滿の縣 に は 長 を 置く) 及び 尉 を 置いて 之 を 治めし めた。 守 及び 

令 長 は 郡 若しくは 縣の 行政 事務 を 掌り、 尉 は 武事 を 掌り、 監はー つに 監御史 とも 云 ひ、 都の 文武の 政 を 監察した。 都 

の數 は、 後、 始 皇帝が 南 *> を 平げ、 匈奴 を 斥け、 疆土を 南北に 開いた 爲め、 增 して 四十 八 郡と 爲 つた U 中央政府に は 

丞相 • 太 尉 • 御 史大夫 • 奉 常 • 太 僕 • 廷 尉 • 典 客 • 治 粟內史 • 少府 等の 大臣が 有って 文武の 政務 を 統べた。 總 ベて 此 

等の 官吏 は 皇帝の 自由に 任免す る 所であって、 如何なる 階級の 人 を 使用 するとい ふやうな 定め はなく、 而 して 官吏 は 

官に 任ぜられる と共に 傣 祿を與 へられ、 官を罷 める と共に 其の 支給 を 停止せられ、 徹侯 • 關 内 侯の 憐を賜 はった 少數 

の 人々 の 外に は、 身分 牧人 を 骨 襲す る ものはなかった。 かくて 春秋 以來徐 々に發 達し 來 つた 所の、 君主が 直接に 領土 

を 統轄し、 官吏 を 置いて 其の 行政 を 掌ら しめる 制度、 いは ゆる 郡縣 制度 は 完成せられ、 諸侯 士大 夫の 制度 卽ち 封建 制 
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度 は 破壊せられ 了った ので ある。 戰國 時代の 諸侯 士大 夫の 屮、 幸運な もの は 大小 幾何 かの 財産 を 擁して 庶民の 屮に隱 

れ、 不幸な もの は 貧困の 小 民と 爲 つたこと、 例へば 楚の懷 王の 孫で ある 所の 心が 人の 爲 めに 羊を牧 した 如くであった。 

秦の始 皇帝 は その 一二 十七 年に-崩 じ、 二世 皇帝 位を繼 いだが、 東南 地方に 反亂が 起り、 その 勢 次第に 猖 獗と爲 り、 二 

世の 三年 (207  B.  P) を以 つて 秦は 遂に 滅亡した。 秦が此 く 速に 亡びた の は、 其の 政治が 專ら法 家 主義に 依って 運轉 

せられ、 嚴刑酷 罰が 忌憚な く 用 ひられ、 叉 南北に 兵 を 用 ひた 爲め 力役 租稅が 重く 爲り、 二世 卽 位の 後は姦 邪の 小人 趙 

高が 權カを 一身に 築めて 底知れぬ 暴政 を 行 ひ、 かくて 人心 を 極度に 離反せ しめた 結果であった" 反旗 を飜 した 人々 の 

巾、 陳勝 • 吳廣 • 武臣 • 張环 • 陳餘 • 劉 邦 • 周 市 • 韓廣 等は庶 人で あり、 田 億 • 田 榮 • 超歇. 魏咎 • 魏豹 • 項 梁 • ゲぉ 

羽 等 は 舊六國 の 王族 若しくは 其の 將 家であった。 此の 時、 秦の 政治に 失望した 餘り、 封建 諸 國に對 する 思慕の 情が 起 

つて 居た ので、 反徒 側 は 之に 投合 せんが 爲め、 一時 好んで 六國の 餘黨を 推し 立てた ので あるが、 しかし 實 カは庶 人の 

側に あり、 いは ゆる 草莽の 豪傑 どもの 奮闘に 依って 秦を滅 す こと を 得た。 項 羽の 如き は楚の 宿將の 家に 生れた けれど 

も 封建の 習氣 無く、 」 お 人の 豪傑と 共に 堅 を 被り 鋭 を 執って 殊功 を 立てた のであった。 秦 亡びて 後、 項 羽 は 西 楚の霸 王 

と稱 して 帝王の 事 を 行 はんとし、 功 高き もの 十八 人 を 封 じて 王と 爲 した。 十八 王 は 漢王劉 邦 • 西 魏王魏 豹. 河南 王 申 

陽 • 股 王 司馬卬 • 代 王趙歇 • 常 山 王 張 耳 • 九 江 王 黥 布 • 衡山 王吳药 • 臨 江 王 共敖. 燕 王臧荼 • 膠 東 王 田 巿 *齊 王 S 都. 

齊北王 田 安 等で、 此の 中には 魏 豹. 趙歇 • 田 安 等の 如き 舊六國 の 後裔 も あるが、 大部分 は庶 人であって、 黥 布の 如き 

は 江 中に 群 盜を爲 した ものであった。 蓋し 秦を 伐った ところの 六國 の餘黨 は、 勿論 封建の 昔に 反らん こと を 望み、 庶 


人の 豪傑 も 風雲に 乘 じて 封 侯た らんこと を 期した ので、 秦の 亡びた 後 は 何人が 政權を 執る にしても、 諸侯 を？ _旺 くこと 

は 避くべからざる 勢であった U 是に 於いて 十八 王が 封せられ、 秦 の郡縣 制度 はー變 して 役た 封建 諸侯の 世と 爲 つたが、 

而も 庶人 出身 の 諸侯 を 見る と いふ こ と は 振 古以來 未だ 曾 つて 有らざる ところで あつ た。 

項 羽の 霸政は 年に して 覆り、 劉 邦が 天下 を統 一 して 皇帝の 位に 卽 いた (202  B.  p)。 此れが 漢の 高祖で ある。 高 

祖も 功臣 七 人 を 封 じて 王 (當時 諸侯 王と 呼ぶ) とし、 二三 郡 乃至 七 八 都の 地を與 へた。 楚王韓 信 • 梁 王 彭越. 趙王張 

耳 • 韓王信 • 燕 王盧縮 • 淮南王 黥 布 • 長沙 王吳芮 がそれ である。 高祖 は 彼等の 力に 依って 天下 を たもので ある。 而 

して 彼等 は從來 高祖と 臣の關 係 無く、 唯 だ 高祖に 從 つて 功 を 立て 富貴 を 得ん と 欲した ものであるから、 高祖 も、 卽 

位の 後、 彼等 をして 望み通り 諸侯 王たら しめる 外 無かった ので ある。 高祖 はやが て 彼等 異姓 諸侯 王の 存在が 漢の國 家 

を 長に 安から しめる 所以で ない こと を 思 ひ、 在位 七 年の 間に 反 を 謀った とい ふ ロ實の 下に、 或は 之を誅 し、 或は 之 を 

逐ひ、 遂に 長沙ー 國を剩 すの みと 爲 つた。 さう して 異姓 諸侯 王の 後 には子 • 兄弟 • 姪 など 一 族 を 封 じて 王と したので、 

高祖 末年に は 中原の 諸侯 王ト人 (I 滅 is) の 中、 九 人 は 共の 一 族であった。 諸侯 王は數 那を領 し、 漢の 朝廷と 同じく、 

丞相 以下の 官吏 を備 へ、 丞相 は漢 より 任命 せられる けれども、 御 史大夫 以下の 官は 諸侯 王 自ら 之 を 任命す る こと を 川 $、 

其の 勢力 は 頗る 强大 であった。 高祖 は、 此の 外、 肅何. 張 良 以下の 功臣 百 四十 餘人を 封 じて 列 侯と 爲 した〕 列 侯の 國 

は 諸侯 王の それに 比べて 遙に 小さく、 大 なる もの は ー縣、 小なる もの は鄕亭 幾つか を 食み、 而も 自ら 官を 置いて 之 を 

治めた。 當時 朝廷に 直隸 したの は 十五 郡で、 他の 三十 餘郡は 諸侯 王 列 侯の 國に 充てられた のであった。 
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高祖が 子弟 一族 を 諸侯 王と したの は、 之 をして 朝廷 を 輔翼せ しめん 爲 めであった が、 事實は 此れ を 裏切った。 諸侯 

王の 或る ものが 朝廷に 反抗 せんとす る 傾 は 文 帝の 頃から ほの 見えて 居た が、 景 帝の 時に 至り、 吳楚 等の 七國が 聯合し 

て 反亂を 作し、 一時 朝廷 を 危う せんとして、 やがて 平定 せられた。 景帝は 反 亂に與 つた 國は 概ね 之 を 除き、 且つ 一般 

諸侯 王の 權カを 創 減，， ^た。 卽ち 諸侯 王の 丞相 を 改めて 相と 稱へ、 御 史大夫 其の 他の 官を 省き、 而 して 殆ど 總 ベての 官 

吏 を 朝廷より 任命す る こと、 した。 ついで 武 帝の 時、 いは ゆる 推 恩の 令 を 降し、 諸侯 王が 其の 封土 を 子弟に 分かち 與 

へて 之 を 列 侯と する こと を 許した。 此れより 諸侯 王の 國 土が 自ら 分裂して 幾多の 小 國と爲 り、 制し 易き に 至った。 漢 

の 皇帝 は、 代々 高祖に 倣って 其の 子 を 王に 封 じたが、 七 國反亂 の 後 は、 此の 場合に も大 なる 領土 を與 へす、 大抵 一郡 

以內 であった。 列 侯の 國の 官吏 も 七 國の亂 の 後 は、 總 ベて 朝廷より 任命され る こと X 爲 つた。 要するに、 七 國亂後 は、 

諸侯 王 も 列 侯 も、 其の 國の 租稅に 衣食す る だけで、 政治 上の 實權を 失 ひ、 其の 國土は 天子の 住 免黜 陟 すると ころの 相 

以下の 官吏に 依って 治められ、 事實 上、 守 令の 治める ところの 都縣と 殆ど 同様と なった。 王 國侯國 拉に都 縣の數 は 時 

期に 依って 相違す るが、 前 漢末平 帝 元始 二 年の 統計に 依れば、 郡 八十 三、 王國 二十で、 郡國 合せて 百 三で あつ. た。 侯 

國は 封土 は 小さい けれども 數は 多く、  二百 四十 ニを算 へた。 

漢は 封建と 郡 縣とを 併用した と 云 はれる が、 初に は 異姓 若しくは 同姓の 諸侯 王が 置かれ、 封建に 依って 統治せられ 

た 土地が 郡縣に 依って 統治 せられた 土地よりも 遙に 大きく、 從 つて 主として 封建 制 を 用 ひたと 謂 ふこと が 出來、 秦が 

殆ど 徹底的に 都縣 制度 を 用 ひたに 比べて 犬に 逆轉 したので あった。 但し 諸侯 王の 國々 に 於いても、 戰國 以前の やうな 

士大 夫の 階級 は 無く、 秦以來 の 官吏 制度に 依って 民 を 治めた ので、 均しく 封建と 云っても、 戰國 以前の それと は 頗る 


性質 を 異にした ので ある。 而 して 景帝 以後に 至って は、 諸侯 王 及び 列 侯の 國々 の 政務 は、 天子の 官吏に 依って 管理せ 

られ、 封建 都縣 併用と 云っても、 實は專 ら都縣 制 を 用 ひるのと 大差 無き に 至った ので ある。 項 羽 時代から 漢の 初に か 

けて 大 諸侯が 設けられ たの は、 秦 の都縣 制に 對 する 反動で も あり、 叉舊き 封建 制の 惰力の 現れで も ある。 さう して 景 

帝 以後の 制度、 卽ち秦 の郡縣 制に 近い 有様に 立ち 歸 るまでに は、 約 百年の 歳月 を 要した ので ある。 

前章に 述べた 秦の 二十 級の 爵は漢 代に も 行 はれた。 祖し徹 侯 は武帝 以後 は その諱 を t: けて 通 侯と 云 ひ、 叉 列 とも 

云 ひ、 列 侯の 語が 一 般に行 はれた。 諸侯 王 は 最高の 體と いふべき もので は あるが、 漢に 至って 新に 置かれた もので 二 

十 級 以外で あるから、 爵 として は取极 はれなかった" 諸侯 王 列 侯 は、 改めてい ふまで もな く、 國 に封ぜ ちれ、 關^ 侯 

は 特训の 手當を 給せられ たが、 大庶長 以下の 十八 級 は 何の 牧人 も隨 伴し ない こと は秦 時代 同様であった。 併しながら 

第二 級の 上 造 以上の 爵 ある ものにして、 罪あって 輕ぃ 刑を受 くべき 場合に は、 一等 を 減ぜられ、 第 八 級の 公乘 以上の 

もの は 劉 氏 冠 を 冠す る こと を 許され、 第 九 級の 五大 夫 以上の もの は 罪 ある も 牢獄に 入ら しめられす、 且つ 力役 兵役 を 

免ぜられた」 卽ち爵 ある もの は 刑法 • 衣冠 • 役 法 等の 上に 於け る 特典 を 享有す る こと を 得た ので、 中に も 力役 兵役の 

免除の 如き は大 なる 恩典で あつたので ある。 爵は 主として 文 武官に 對 する 行賞の 爲 めに 設けられ たので あるが、 下級 

の それ は國に 慶事 ある 時 は 一般人 民に 賜 はる こと も あり、 時として は 民の 財を輸 して 之を賈 ふ を聽す こと あり、 义人 

に寶る こと を聽す こと もあった。 されば 爵は必 しも 官吏の 獨 占で なく、 庶人も 幾分 之に 與る こと を 得た ので ある。 iS 

侯 王 列 侯 は 世襲で あつたが、 大庶長 以下の 十八 級 は 其の 人 一 代 限りで 消 減した" 諸侯 王 列 侯 も、 武帝 以後 は 朝廷の 厳 
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重な 監督 を 受け、 重大な 過失犯 罪の あった 場合に は聊 も假惜 せられす、 身 死し 國 除かれる 場合 も 多く、 我國の 封建 諸 

侯な どに 比すれば、 共の 地位 は 逸に 不安な ものであった。 

屮央 地方の 官吏 は舊 封建時代の やうに 一 定の 階級から 採用され る やうな ことはなかった。 漢の 初、 將相 其の 他の 高 

官 となった もの は 高祖に 從 つて 戰功を 立てた 人で、 何れも 微賤の 出であった。 例へば 蕭何は 秦の沛 縣の主 吏 嫁で あり、 

曹參は 獄吏、 周 勃 は 簿曲を 織り 且つ 箫を 吹いて 喪 事 を 給す る もの、 灌嬰は 繒を贩 ぐ 小 商人であった。 彼等 は、 文武の 

政 柄に たづ さはる やうに 爲 つて 後、 その 權カを 彼等 一 味 だけで 壟斷 しょうと はせ す、 高祖に も 左様な 意圖は 無かった。 

官吏の 任用 は 皇帝の 寢衷 より でる 場合 も あり、 中外 大 せの 推薦に 因る 場合 も あり、 一 定 の資產 ある ものより 選ぶ こ 

とも あり、 父兄の 任に 因る こと も あるな ど 色々 であった が、 廣く； 人 下の 賢才 を舉用 せんとす る 主義 も 早くから うち 立 

てられて 居た。 高祖の 十一 年 詔して 「王者 は 周 文より 高き は莫 く、 伯 は齊桓 より 高き は莫 し、 皆 賢人 を 待って 名 を 成 

す、 今、 天下の 賢者 知能、 豈獨り 古の 人の みならん や、 息 は 人 主の 交らざる に 在り、 士 何に 由って 進まん、 今》 吾れ 

天の 靈を以 つて 天下 を 定めて 一家と 爲す、 其の 長久に して 世せ 宗廟 を 奉じて 絶 ゆる 亡き を 欲す、 賢士 大夫肯 へて 我れ 

に 從ひ游 ぶ 者なら ば、 吾れ 能く 之 を尊顯 せん、 天下に 布告して、 明に 朕が 意 を 知らし めよ」 と 云った の は 善く 之 を 示 

して 居る。 其の後 文 帝に 至って 备都國 に 詔して 賢 良 方正の 士を 擧げて 朝廷に 送らし め、 之 を 策 試して 官を與 へ、 武帝 

の 時には 孝 廉の士 をも擧 げしめ、 その後 歷代 之に 倣った の は、 此の 主義の 實 現された ものと 謂って よい。 武帝は 博士 

弟子 五十人 を 置き、 郡 國の守 相 をして 民の 儀狀 端正に して 文學を 好み 長上 を 敬 ふ もの を擧 げしめ て 之に 充て、 業 成つ 


て 後 之に 官を 授け、 雨來定 制と 爲 つた。 此れ 亦た 右の 主義の 現れと いってよ い。 此れ は 儒敎の 主張 を 採用した もので 

は あるが、 しかし 決して 封建 I 襲の 制度から 生れた もので はなく、 戰國 時代の 個人主義 的 自由主義 的 習氣に はぐ， -ま 

れ、 從 つて 郡縣 政治に 取 入れ 易い 性質の ものである けれども、 秦 代に は 法 家 主義が 行 はれた 爲め 其の 機會が 無く、 漢 

代に 至って 始めて 採用され たもので ある。 要するに 官吏 は 種々 な 方法に よって 頗る 廣ぃ範 11 から 任用せられ、 唯 だ 商 

人の みが 其れから 除外せられ たのであった。 秩 1 一千 石 以上の 官吏 は その 兄弟 若しくは 子 一 人に 官を 授けられる こと 、 

爲 つて 居り、 之 を 任と 云 ひ、 その 授けられる 官は 大抵 郞 (宫^ 官) であった。 此の 任と 体 給： a に秩に 依って 許される 

服飾との 外に は 官吏の 特權 はなかった。 併し 列 侯 • 關. 侯 以下の 爵 ある もの は その @： に 伴 ふ特權 優遇 を 受けた。 され 

ば 高級の 官吏 は 事實上 かなり 優異の 待遇に 與 つたので ある。 

庶人 は、 古く は その 最大 部分が 農民で あつたが、 秦 漢時代に は 商人 工人が かなり 增 加した。 當時 農民に は窮 困す る 

ものが 多く、 商人に は大 資本 を 擁し、 物 價の變 動に 乘 じて 巨利 を 博し、 奢侈に 耽り、 社會に 害毒 を 流す もの も少 から 

すあった。 戰 國以來 儒家 も 法 家 も 農業 を 本務と し、 商工 を 末 利と し、 此の 考 方が 一般に 行 はれて 居た 上、 如上の 有様 

であった から、 漢の 朝， 廷も廣 > 商人の 勢力 を 抑 損せん と 園った。 高祖 は 商人の 官^と 爲る こと を f 小 じ、 鍋 を 衣、 車に 

乘るを 得 ざら しめた。 孝惠 以後 衣 車の 禁は 解かれた が、 官と爲 るを禁 する こと は、 若干の 例外 を 除き、 前漢 一代 を 通 

じて 行 はれ、 後漢も 同様であった。 武帝は 商人の 土地 所有 を 禁じた" 當時小 民の 土地 を 兼併す る ものが 主として 商人 

であった からで ある。 しかし 此の 禁令 は實行 困難で 間もなく 放棄され たと 見え、 哀帝の 時に も 同じ 3ni 意の 詔が 降され 
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た。 又武 帝の 時には 鹽と鐵 との 製造 を 政府の 獨占 事業と した" 此れ は鹽鐵 商人が 巨大な 利益 を 占め、 而も 國 家の 急 を 

助けない のを惡 み、 之 を 官業に 移して 財政 を豐 にせん とした ものである。 漢 代に 於け る 商人 階級の 發展は 頗る w! ざま 

しく、 農民 を壓 迫し、 官府の 權カ にも 盾つ かんとす る 趣が あつたの である。 

庶 人の 階級 は 頗る 複雜 であった やうで ある。 共の 中には、 農工 商の 外、 豪族が 存 した。 史記 平準 書に 「兼 幷豪黨 の 

徒、 鄕曲 を武斷 す」 と あるの 豪黨、 後 漢の蔡 質の 漢 儀に 刺史の 省察す ると ころの 六 個條の 一 つと して r 强宗豪 右、 田 

宅 制に 踰ぇ、 强を以 つて 弱 を 凌ぎ、 衆を以 つて 寡 を 暴す」 と あるの 强宗豪 右が 卽 ちそれ で、 廣大な 田園 を 所有し、 數 

十 百の 奴婢 を蓄 へ、 数多い 分家と 共に 住まって 居る もので あらう。 勿論 此れに も 大小 樣々 の 程度 は あらう が、 とも か 

くも 財産 ある 地方 純士 である。 此れ は 地主と いふ 點 から 見れば 農の 部に 入るべき であらう が、 一般の 農耕 者 流と は區 

別して 考 へねば ならぬ。 此の 輩も師 について 學ぴ、 相 當の敎 養 を 持って 居た であらう。 此の 外、 財産 無く、 貧苦の 中 

にある が、 書を讀 み、 文 を 作り、 志國 家に 存 する ものが あった。 假 りに 名 づけて 貧土と いふ。 豪族 も貧士 も、 主と し 

て 古の 士大 夫の、 或は 國亡ぴ 或は 爭に 敗れて 野に 降った もの. -後 であらう が、 漢 代で はかく 二分すべき 狀態 にあった 

(戰國 の 頃から 旣 にか. -る 傾向が あった)。 而 して 官吏に 任用され る もの 中には 豪族 も あれば 貧士 もあった やうで 

ある。 司 馬 相 如 は 家 貧しく して 庸 保と 雜 作した とい はれ、 匿 衡も家 貧しく、 庸 作して 資 用に 共した とい はれ、 朱買臣 

も 家 貧しく、 上計の 吏の 卒と爲 り、 重 車 を 挽いて 長 安に 至った とい はれ、 賈山 は潁陰 侯に 事へ て 騎士と 爲 つたと いは 

れ (漢書)、 か. -る例 は 猶ほ少 くない。 此等 は貧士 より 身 を 奮って 高官に 登った ものである。 豪族 を以 つて 專ら 官吏の 

母體 とする も不當 であり、 乂貧士 のみ を以 つて それに 擬 する も 當ら ない。 兩者を 併せた ものが 官吏の 母體 であったら 


う。 豪族 も 貧 士も旣 に官を 得れば、 官吏 階級の 人で あるが、 官に 就く 前、 官を罷 めた 後は庶 人を以 つて inl しなければ 

なるまい。 

奴婢 は、 古く は 主として 王侯 卿大 夫に 依って 所有され たが、 戰國 から 秦漢 にかけ て、 豪族 商 賈等も 多く 之 を 有する 

に 至り、 その 數は 愈.^ 增 加し、 一象に して 數百 人より 千 人に 及ぶ もの もあった。 漢 代の 奴婢 は官 奴婢と 私 奴婢と に 分 

かたれる。 私 奴婢の 生す る 事由 は、 貧乏 或は 饑餓の 爲 めに 自ら 喪って 奴婢と 爲り、 若しくは 子女 を資 つて 奴婢と 爲し 

たこと、 今の 四川 雲 南方 面に 領土が 擴 張され た爲 め、 此の方 面の 蠻民 いは ゆる 西南 夷 を掠寶 して 僮 奴と 爲し たこと、 

內 地の 良民 を も略寶 して 奴婢と 爲し たこと、 子女 を 質に 取り、 期 を 過 ぐれば 之 を 奴婢と した ことな どであった。 此く 

して 出來 たと ころの 奴婢 はや はり 財物と 見られ、 美 衣美 服 は 纏 は しめられる けれども、 閑 中に 置かれ、 牛爲 同様に 寶 

買せられ、 價高 きもの は萬錢 にも 及んだ。 官 奴婢 は 大罪 人の 家族 を沒牧 し、 叉 その 財產 たる 私 奴婢 を沒牧 する 爲 めに 

生じた ものであって、 元 帝の 時には その 數十餘 萬と 云 はれた。 總 ベて 奴婢 は あらゆる 勞 働に 用 ひられる が、 その は 取 も 

主なる もの は 農耕であった。 武 帝が 總錢令 を 布き、 之 を 犯した もの- -資產 を沒牧 した 時には、 W 土と 共に 之 を 耕す 多 

數の僮 奴が 沒牧 され、 千 萬を以 つて 數 へたと 傅 へられて 居る。 前漢の 終まで は 奴婢の 生 殺の 權は 主人に 在った ので あ 

るが、 後漢の 光武帝 は 之 を 改めて 奴婢 を 殺す の 罪 を 良民 を 殺す と 同じう した. レ 

要するに 漢 代の 社會は 王侯、 官吏 庶人 及び 奴婢の ra: 階級から 成立って 居た と 云って よい。 
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第 四 章 六 朝 時代の 社會 

支那の 社會 は後漢 末から 動 搖混亂 を はじめ、 三國の (命より 西晉の 統一 を經、 暫く 小康 を 得ん として 乂永 嘉の亂 あり- 

五 胡の：^ 略 あり、 東 晉の南 渡と 爲り、 南北朝の 對 立と 爲り、 其の 紛糾 を 重ねた 局面 は隋 によって 牧 拾せられ、 唐に 入 

つて 始めて 安定した。 その 動搖 期に 常る パ朝 時代の 社會 制度に ついて  一 二重 要な もの を 述べよう。 

此の間、 支那の 國土は 大體、 漢 の景武 以後の 體制 によって 統治 せられた。 卽ち 外形 は郡縣 封建の 併用に 似て、 而し 

て 實は專 ら都縣 を 用 ひるに 近いので あった〕 魏は國 王 • 國公 . 國侯 • 國们 • 國 子. 國 SR  • 縣侯 • 鄕侯丄 a 宁侯 • 關內侯 • 

名號侯 • 關中侯 • 關外侯 • 五大 夫 等 頗る 複雜な 王侯の 制度 を？. はけた。 皇子 は國 王に 封 じ、 その他の 皇 親に は國公 以下 

を 授け、 功臣に は國侯 以下 を 授けた。 國王 • 國 公 • 國 侯に 對 して は 戶數を 定めて 食 邑を賜 はり、 王公 は 其の 地に 住し 

たので あるが、 朝廷から 任命され た 相が 行政 を 掌り、 王公 は その 租 入の 一部 を 受ける こと 漢の 諸侯 王 列 侯と 同様で あ 

つた。 國伯 以下 も 食 邑を賜 はる こと. -爲 つて 居た けれども、 それ は 名義 だけで、 實は乎 當を賜 はるに 過ぎす、 關內侯 

以下 は その 手當も 無く、 いは ゆる 虚 封であった。 要するに 魏の 王公 は實權 無く、 三國 志の 著者 は 「王 國の名 ありて 社 

稷の實 無し」 「王侯 有りと 雖も 乃ち 匹夫に 儕し」 など 土 おった。 公侯 伯 子 男 は 周の 五 等の 爵の 名稱を 復活した もので あ 

る けれど、 魏の それと 周の それとの 間に は 非常な 相違が あつたの である。 

晉も魏 に 倣 ひ、 王公 侯伯 子 男の 爵を 設け、 王に は 專ら； 大 子の 子弟 を以 つて 充てた。 而 して 王 及び 公侯の 國 について 

食邑 ニ萬戶 以上 を大國 とし、 萬戶 を次國 とし、 五干戶 を小國 とし、 大國は 兵 五 千 人 を 養 ひ、 次 國は兵 三 干 人 を、 小國 


は 兵 干 五： 目 人 を 養 ふこ， -し、 中尉 をして 之 を率ゐ しめ、 別に 傅 • 友. 典 書 令 丞 • 郞 中 令. 大農 等の 官を 置いて 國を治 

めしめ た" 王 は 初め 京師に 留まって 居た が、 武 帝の 咸寧 三年 (277  A.  r>.) 詔して 皆國に 就かし め、 且つ 自ら 官屬を 選 

任す る こと を 許した U 本來 王侯の 國の 政務 は、 專ら その 官吏 をして 掌ら しむべき わけで あつたが、 晉の 朝廷が 皇 親に 

厚く、 諸 王 を 優遇した 爲め、 王 は 遂に 文武の 政 柄 を 握って 大に權 力 を 揮 ひ、 惠 帝の 時には 八 王の 亂の 勃發を 見る に 至 

つた。 漢 の景武 以後、 王が その 國の 實權を 掌握した こと 此の 時の 如き は、 前後に 殆ど 其の 類 を 見ない。 東晉： a に宋齊 

梁 は 大體西 晉の爵 制 を 踏襲した。 但し 諸 王は必 しも 國に往 かす、 都督 刺 史と爲 り、 出で \耍 地 を 鎖す る ものが 多 かつ 

た。 陳は 王. 嗣王 • 藩 王 • 開 國都公 • 開 國縣公 • 開 國縣侯 •  II 國縣伯 • 開 國縣子 • 開 國縣 • 沐食侯 • 鄕亭侯 • 關內 

侯 • 關外侯 等 多くの 等級 を 設けた。 

右 は 南朝に 於け る 封爵の 制で あるが、 更に 北朝 を 一瞥しょう。 後 魏道武 帝の 時、 王 及び 公 以下の 五 等の 爵を 設け、 

ついで 王公 侯子の 四 級と し、 皇子 及び 功 極めて 高き もの を 王と し、 王は大 郡に 封 じ、 公 は 小 郡に、 侯 は大縣 に、 子 は 

小 縣に封 じた。 此の 時 王に 封 ぜられ たもの が 七十 人、 公が 二十 人、 侯が 七十 九 人、 子が 百 三人あった とい ふ。 王侯 は 

その 邑の 行政に は與ら す、 唯だ祖 入の 三分の 一 乃至 五分の 一 を 給せられ る こと. -爲 つて 居た が、 實 際に は 租をも 得す 

虚 封に 止まる ことが 多かった らしい。 又國 初に は、 鎭 將刺史 にして 爵を 授けられ たもの などに は 其の I 製 を 許した が 

中葉 以後に は 之を罷 め、 一代 限りと した。 北 齊は魏 制に 仍 つた" 北 周 も大體 同様で あるが、 五 等の 爵 ある ものに は 共 

の 上に 開國の 二字 を 加へ しめた。 要するに 曹魏以 來の餘 の 制度に はかなり 變遷 はあった けれども、 それ は いづれ も漢 

の景武 以後の 諸侯 王. 列 侯 • 關 内 侯な どに 類した もので、 之 を 受けた もの は榮 春と 牧 入と を與 へられ、 或は 榮 を與 
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へられる だけで、 古の 諸侯の 如く、  土地 人民 を 領有した ので はなく、 歷 代の 史家 は 便宜上 之 を 封建と 呼んだ けれども、 

その 實 決して 眞の 封建制度ではなかった。 ， 

此の 時代、 特に 東晉 以後に 於け る 特殊の 現象 は、 氏族の 上下 を 分かち、 之に 依って 爵位 官職の 外に 社會 的に 貴賤の 

差等 を 定めた ことで ある。 當時 氏族 を舊門 • 次 門 • 後 門 • 勳門 . 役 門 等に 分かち、 舊門を 最も 貴し とし、 以下 次を逐 

うて 卑しき を 加へ た。 舊門は 或は 甲 門. 舊 族と も 呼ばれ、 由來 最も 久しき 大 族であって、 次 門 後門 は 之に 次ぐ もの、 

勳門は 武勳に 依って 高い 官位 を 得た もの、 役 門 は 一般 庶民の 列に ある もので、 勳門 以上 は 力役 を 免ぜられ、 役 門 は 之 

を 課せられ たやう である。 而 して 此の 區別 を總稱 して 門 第 族 望と いった" 門 第の 別 は 原と 世間に 自ら 發 生し 來っ たも 

ので あらう が、 それ は 頗る 嚴峻 で、 容易に 動かしが たく 爲り、 朝廷 も 之 を 承認し 支持した。 婚姻 は 門地 相當る もの \ 

間に 於いての み 行 はれ、 世 族 は 決して 塞峻 と嫁娶 しなかった" 交際 も 同様であって、 たと ひ 官位 ある も 門地 卑しき も 

の は、 世 族と 對 等の 交 を爲す こと を 得す、 その 凌辱 を 被っても 如何と も出來 なかった。 その 例 證は當 時の 史籍に 散見 

して 居る が、 その 二三 を擧 ぐれば 宋の 王道 隆は廢 帝に 事へ て 右軍將 軍と 爲 つた 人で あるが、 寒微の 出で ある 爲め、 荊 

湘 都督 蔡興宗 の 前に 至り、 敢て 席に 就かす、 與宗も 亦 坐 を 呼ばす、 その ま 上 1 ち 去った とい はれ、 宋の文 帝、 中書舍 

人 宏興宗 を 籠し、 之 をして 土人たら しめんと 欲し、 旨 を 授けて 先 づ中書 令 王 球を訪 はしめ、 與宗將 に 坐 せんとし たと 

ころ、 球が 扇 を 擧げて 「卿 得す」 と 云った ので、 その ま丄 ュち歸 り、 文 帝 も 殆ど 斷 念した が、 他日 此の 事 を 王 球に 語 

り、 球は辭 して 「士庶 の區別 は國の 常な り、 臣敢て 詔 を 奉ぜす」 と對 へたと いはれ、 梁の 河南 王に 封 ぜられ て 勢 朝野 


を 傾けた 侯 景が王 氏 謝 氏に 婚を通 ぜんこと を 請うた 時、. 武帝は 「王 謝 は 門 高し、 朱 張 以下に 於いて 之 を 求むべし」 と 

吿 げたと いはれ る。 世 族の 矜恃は 帝王の 威を以 つてしても 動かし 得なかった ので ある。 世 族 はかく 杜會 的に 優越の 地 

にあった のみなら す、 官吏と して 任命され る 際に も 特に 優遇され た。 卽 ち散騎 侍郞. 祕 書郞. 著作 郎^の 官は、 專ら 

高 門の 初敍に 充てられ、 寒 門 は 外 都の 小吏に 身 を 起す に拘 はらす、 せ 族の 子弟 は 初より 公卿の 列に 人る こと を 得、 從 

つて 中外の 榮職は 多く その 占める ところと 爲 つた。 而 して 此の 勢 は 九 品 中正の 法に 依って 更に 拍車 を かけられ たので 

ある。 

九 品 中正の 法 は、 或は 九品官 人の 法な ど、 も 呼ばれ、 餽の 陳羣の 立案に 本づ くもので ある。 後 澳の班 固の 漢書に 古 

今人 表と いふの があって、 上古より 秦末 迄の あらゆる 人物 を 品 隙して 上上より 下下に 至る 九 等に 分かって 居る が、 共 

の 後 か、 る 分類に 依って 人 を 評する ことが 多少 行 はれた かも 知れない。 後 漢以來 孝 廉を以 つて 入. 仕の 路 として 居た が、 

猥濫の 弊が 甚 しく 爲 つたので、 之 を 一新 せんが 爲め、 右 九 等 品 隙の 法 を 用 ひ、 特殊の 機關を 設けて 之 を 行 はしめ たの 

が陳 露の 新制 度であって、 都に 小 中正の 官を 置き、 州に 大 中正 を 置き、 先づ 都に 於いて ^中の 人物の 品 を 定めて 州に 

上り、 州 は 之 を核實 して 司 徒に 上り、 司 徒 再 核の 上、 之を尙 書に 付して 選 用せ しめる とい ふので ある。 此の 法 は 人 村 

を 公平に 選 用 せんとす る 旨 趣に 出で たので あるが、 晉 以後に 至って は、 中正の 官は 悉く 土 著の 豪宗に 占められ、 彼等 

は 家門の 上下に よって 品 級 を 定め、 その 結果い は ゆる 「上品- M 一門 無く、 下品 世 族 無き」 有様と 爲り、 九： ：1 の 制 は 世 族 

の 官界に 進出す る 門戸と 爲り 了った ので ある。 

しかしながら 豪 右 世 族が 必 しも 政權を 壟斷 したので はない。 寒 微の士 も 世 族に 比して 頗る 不利で はあった が、 猶ほ 
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九 品の 法に 依って 官に 就く こと を 得、 その他 種々 の 機會に 依って 文武の 官と爲 る こと を 得た。 而 して 東 晉 時代に は 王 

導 • 謝 安の 如き 高 門に して 大功 を 建てる もの もあった けれども、 宋 以後に 於て は 國の爲 め 大事 を 成した もの は 概ね 塞 

門出 身の 土であった。 寒 門出 身の 中には、 官は令 僕の 高き に 至らない けれども、 天子の 耳目 腹心と 爲 つて 政務 を參決 

し、 權勢 一代 を 傾けた もの もあった。 宋の阮 田夫. 王道 隆、 齊の茄 法亮、 梁の 朱 弄の 如き は その 一端に 過ぎない。 そ 

れ ばかりでなく、 宋の 高祖 武帝は 丹 徒の 京 口 里 (今の 鎮江) の 人で、 少時 荻 を 新洲に 伐った と あるから、 其の 貧賤の 

程 は 察せられる。 齊の高 帝 は 崩す るに 臨み 遣 詔して 「吾れ 本と 布 衣 素 族、 念へ らく 此に 到らす と、 時の 來る を藉 るに 

因って、 遂に 本業 を隆 にす」 と 云った。 梁の 武帝 • 陳の武 帝 も！ Z じく 素 族の 出であって、 殊に 陳の武 帝 は 初め 鄉に 仕 

へて 里 司と 爲り、 後、 建 業に 至って 油 扉の 吏と 爲 つたと 傳 へられる。 南朝 四 代の 始祖 は 皆寒微 より 起って 帝業 を 成し 

たので ある。 世 族が、 先秦の 諸侯 士大 夫の 如く、 橫斷 的に 社會の 上歷を 占め、 政 權を獨 占した のでない こと は 明で あ 

る 0 

北朝 は鮮卑 族を以 つて 北 支那に 國を 建てた ものであるが、 是れ より 先、 五 胡 十六 國の 君主、 例へば 劉 淵 • 石勒 

堅 • 姚與等 も 皆な 異 民族であった。 此等異 民族が 北 支那 を 統治した 時 は、 種族に よる 階級 別の 起り 得る 機會 であった。 

しかしながら、 劉 石 姚の 輩は內 地に 入り 來 つて かなり 久しい 間 漢人と 共に 生活した 爲め、 從者 として 多くの 同種 族 

を 持た す、 其の 兵 を擧げ るに 當 つて は 草澤の 英雄の 崛起 すると 多く 異ならす、 從 つて 自己の 種族 を以 つて 階級 を 形成 

して 漢人に 臨む こと は出來 なかった。 後魏 は、 初め 代に 都した 頃に は 蠻部漢 部の 大臣 を 併せ 用 ひ、 蠻部 大臣 を 稍，' 重 

用す る 傾 もあった が、 牵文 帝が 都を洛 陽に 遷 した 後 は專ら 漢文 化 を 尊び、 漢民族に 同化す るに 勉め、 蠻漢の 別 を 撒せ 


ん とした。 後魏を 承け た 北 齊後周 ニ國の 中、 北齊 のみ は 稍. - 漢人 を 蔑視した けれども、 階級 制度 を 成す までに は 至ら 

なかった。 而 して 北朝 备代を 通じて、 蠻漢兩 方面と もに 氏族 を 重んじ、 漢人の 高 門 世 族 も 犬に 優遇 せられた。 五胡大 

亂の 際、 北方の 名 族 は 多く 南に 移った けれども、 最も 有力な 者 は、 猶ほ 踏み 留まって 墳墓の 地 を 死守した" それだけ 

に 彼等が 家格 家風 を 守る ことの 堅き は 南朝の 世 族に も 過ぎた。 范 陽の 盧氏 • 榮 陽の 鄭氏 • 淸河博 陵の 崔 氏の 如き は そ 

の 代表者で ある" 但し 彼等 は社會 的に 尊敬され る こと は 南朝の それに 近かった けれども、 官界に 於け る 勢力 は 遙に南 

朝に 及ばなかった。 

毋 族が 重んぜられ、 勢力 を 占めたの は 何故で あらう か。 それ は 恐らく 後漢 以來、 官憲の 權 力が 衰へ、 亂 離の 世が 絞 

き、 五 胡の 侵略が 起り、 豪宗大 族の み 此の 大騷 動の 波瀾の 中に 立って 家 を 保つ こと を 得、 自ら 表異 すると 共に 人 も 亦 

尊び、 而 して 一面 五 胡の 異種に 對 照して 漢人 を 神明の 遣胄 として 誇り、 引いて 舊族世 家 を 尊崇す るに 至った 結果で あ 

らう。 同時に 彼等が 廣大な 田園 を 有し、 多 數の部 曲 奴婢 を 養 ひ、 隱然 たる 實 勢力 を 持って 居た こと も 併せ 考へ なけれ 

ばなら ぬ"  . 

第五 章 唐宋 の社會 

世 族の 勢力 は 南北朝 末期から 旣に陵 夷し つ. - あつたが、 唐に 入って 更に 衰 へた。 但し 彼等が 門地 を恃ん で、 輕々 し 

く 人と 婚姻 を通ぜ す、 世人 も 亦 それ を當 然と 見る こと は 前代と 異ならなかった。 唐の 太宗の 時、 高士 廉. 韋挺 等に 命 

じて 氏族 志 を 編纂し、 姓氏の 等級 を 正さ しめたと ころ、 山 東の 崔氏を 第 一 とし、 隴 西の 李 氏卽ち 皇族 を 第三と したの 
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で、 太宗は 改めて 皇族 を il: とし、 外戚 を 次と し、 崔氏を 第三に 置かし めた。 此れ は 有名な 話で、 當 i ノ過ほ 門戶の 見が 

人心に 泌み 込んで 居た こと を 示し、 同時に 帝王の 前に は舊門 *1 族 も その 權威を 失った こと を：； 小す ものである。 此の 後、 

文 宗が公 主 を 降嫁せ しめんと した 時 、「民 問の 婚姻、 官品を 計らす して 閥 閲を尙 ぶ、 我家 二百 年、 天子 反って 掘^に 若 

かざる か」 と 嘆 じたな どい ふこと も傳 へられて 居る が、 世 族の 社 會的聲 望 は 次第に 衰微し、 五代に 至って は 殆ど 地 を 

拂 つたので あった。 共の 政治的 勢力 はー曆 早く 消滅し、 废の 朝廷 は 彼等に 對 して 特^の 待遇 を與 へす、 六 朝 以來の 高 

門で あるが 爲 めに 官界の 登 龍 門の 開かれる. やうな ことはなかった。 九品屮 正の 法 は隋の 時に 罷 めら れ、 同時に 科擧の 

制度が^ けられ、 唐 も 科 擧を以 つて 官吏 任用の 正途 とした" 

科 擧とは 科 W に 依って 士 を擧げ ると いふ 意味、 科目と は 試驗の 種類であって、 畢竟 試驗 制度に 外ならぬ。 九 品の 法 

の 行 はれた 時代に も、 一面 漢の 遺制た る孝廉 など を察擧 せしめ、 之 を 策 試す る こと も 間々 あつたので、 策 試 も 勿論 試 

驗 であるが、 しかし それ は 州都の 推擧を 受けた ものに 對 して 行 ふので、 全然 試驗に 依る ものではなかった。 然るに 科 

目 制度 は 地方 憲の推 擧を用 ひす、 試驗の 一方 法に よって 士子 を採擇 せんとす る もので、 此の 點が牵 廉ゃ九 品の 制度 

と 趣 を 異にする ので ある。 唐 代で は、 試に 應 ぜんとす る もの は、 先づ 自ら 牒を 州縣に 投じて その 意思 を 表示し、 州縣 

官は 一 應試驗 を 行った 上で、 之 を 長 安なる 尙書 省に 送る。 之 を 名 づけて 鄕 貢と いふ。 鄉貢は 毎年 行 はれた" 尙書 省で 

は. g 部に 於いて 本 試 驗を行 ふので あるが、 その 科目 卽ち 種類に 秀才. 明 經 • 進士. 明 法 • 明 字. 明算 等が あって、 そ 

の 中の 一 科に ついて；；,； 驗 せしめる〕 秀才の 科に 於いて は 方略 策 五 道 を 課し、 進士の 科に 於いて は 時務 策 五 道、 雜文ニ 

篇を 課し、 明 經は帖 終 及び 大義 十 條* 時務 策 三 道 を 課し、 明 法 その他に も それ，^ 1 定の 課が あった〕 科目の 中、 初 


め 秀才が 等 最も 高し とせられ たが 貞觀中 故あって 廢 せられ、 爾來 進士が 最も 重んぜられ、 從 つて その 試に 應 する もの 

も 最も 多かった。 唐の 中頃 過に は 毎 歳 鄕貢ー 一三 千 人に 達し、 その 中 及第す る もの は 一 ニニ 十 人より 多き も 七 八十 人を踰 

えなかった じ 而 して 及第者の 中には 進士が 最も 多く、 此れより して、 經 世の 才、 詩文の 雄 相 踵いで 現れ、 顯官 と爲る 

もの も數 へる に遑 なきば かりであった" しかしながら 當時 官吏 は 科目の みに 依って 任用せられ たので はなく、 別に 幾 

つかの 途 があった。 而 して その 最も 主要な もの は 蔭の 制であった。 蔭は資 蔭、 門 蔭と も 云 ひ、 漢の 任と 一:^ じく、 高官 

にある もの- - 子に 對し、 恩 を 推して 官を與 へる 制度で、 唐 代で も 任と も 呼んだ。 一品の 子に は、 正 七 品 上の 官を 授け、 

二 品の 子に は 正 七 品 下、 三 品の 子に は 從七品 上、 從三 品の， 子に は 從七品 下、 正 四 品の 子に は 正 八 品 上、 從 叫 品の 子に 

は 正 八 品 下、 正 五 品の 子に は 從八品 上、 從五 品の 子 及び 國 公の 子に は 從八品 下 を 授け、 尙ほ三 品 上 は. ぜ 孫に _i し、 

五 品 以上 は 孫に 藤し、 孫 は 子に 降る こと 一等、 曾孫 は 孫に 降る こと 一等、 此れが その 大略で ある" 蔭の 制度に 依って 

五 品 以上の 大官の 子孫 は 居ながら 官に 就く こと を 得た のであって、 此れと 多年 胥吏を 務め、 其の 勞に 依って 正 官と爲 

る ものな ど、 いは ゆる 雜 流より 身 を 立てる ものが、 年々 科目 出身の 十倍に も 及んだ とのこと である。 されば 官吏 は悉 

く學 力の 試驗に 依って 任用せられ たわけで はない が、 ともかくも それが 仕 進の 正途 とせられ、 其の 出身者が 最も 尊ば 

れ たこと は 注意に 値する。 而 して 蔭に よる 仕官 者 も その 父 又は 祖父の 關 係に 依って 官を 得た もので、 家格 門閥と は 全 

く 沒交涉 であった ので ある。 

宋も 建國の 初から、 唐に 倣って 科 擧の制 を 設け、 毎年 之 を 行 ひ、 太宗は 治平 長久の 道、 文を修 むる に 在りと 爲し、 

太平 興國ニ 年. る 77 A..  D.) 特に 進 士百九 人、 諸 科 を 併せて 五 百餘を 取った。 是れ より 後、 歴代、 一年 叉 は ニー 二 年を隔 
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て \ 試 を 行 ひ、 進士 其の 他を擧 ぐる 事少 きも 二三 百 人、 多き は 干 人に 達し、 俊才が 其の 中より 輩出した，」 科擧が 盛に 

爲り、 露に 仕 進の 正 途と爲 つたの は宋 代であって、 其れ は 一面から 観れば 敎 育の 發 達. 學 術の 普及な どの 結果、 個人 

の 活動が 盛に 爲り、 同時に 世 家の 勢力が 愈.^ K へた 結果であった らう。 ， 併しながら 同時に 資 蔭の 制 も 亦 行 はれた" 宋 

の 資蔭は 唐よりも 更に 廣ぃ範 園に 及んだ ので、 中 敬大夫 (從五 品) 以上 は 小 功 (五 個 月の 喪に 服す る もの) 以上の 親 

を 隆 する を 得、 保 和 殿學士  (： 止 三 品) 以上 は 異姓 小 功 以上の 親 を も 藤す る を 得、 三 公. 三 孤. 宰相 及び 儀 同 三 司 (從 

一品) は 門 客 を も 蔭す る を 得、 叉 致仕 遣 表に 依って 蔭 補の 行 はれる こと も あり、 一人 顯官に 至れば 子孫 親族と も • に官 

を 得、 一歳に して 數干 人に も 及ぶ こと もあった とい はれる。 神宗. 孝宗 など は 詔 を 降して 之 を 裁 損せ しめたが、 十分 

に その 弊 を 革め る こと は 固より 出來 なかった。 資 蔭の 制 は 官吏 優遇の 趣に 出づる ことい ふまで もない が、 それ は 現 

在の 官吏の 子孫 をして 引 綾いて 官吏 階級に 踏み 留まらし め、 官吏 階級 を 固定せ しめ、 その 自己保存 を圖る ことに 爲る 

ので、 自由に 公平に 天下の 賢才 を擧 げんと する 科舉の 精神と 背馳す る こと を， 否定し がたい。 宋 ばかりで はない が、 支 

那歷 代の 國家は 此の 點に 於い て、 言 は？ 一 一足の 草鞋 を 穿いた ものである。 

は皇 兄弟. 皇子 を 王 (本人 を 親王と 云 ひ 嗣子 を嗣 王と いふ) に 封 じ、 皇太子の 諸子 を 郡 王に 封 じ、 尙ほ國 公 * 開 

國^ 公 • 縣公 • 縣 侯 • 縣 伯. 縣子 • 縣 男の 爵を 設け、 それ，^ 食邑を 定め、 皇親 及び 有功の 臣僚を 封 じた。 而 して 臣 

下と 雖も 功大なる もの は 稀に 郡 王に 封 ぜられ た。 王に は 食邑ー 萬戶、 郡 王に は 五 干戶、 國 公に は 三千 戶、 郡 公に は 二 

千 戶を與 へた。 王 及び 都 王の 食邑に 於いて は、 その 州 縣官と 王 國官と 立ち合 ひの 上、 戶數 に照らして 租 調を牧 め、 一二 


分の 二 を 王府に 入れ、 一 を官に 納める こと X 爲 つて 居た。 公 以下 は、 食邑は 名のみ で、 租 食の 入 無い 場合 卽 ち^:; t?:- が 

多く、 祖入を 伴な ふ 際に は 特に 詔して 實封を 食 ましめ る ことが 聲 明され た。 皇 親の 王公た る もの は 世襲であった けれ 

ども、 臣下に して 公侯に 封 ぜられ たもの は、 一代 限りで、 之 を 子孫に 傳 へる こと を 得なかった。 宋の ti: 制 も大體 に 

準據 した ものであった。 但し 宋 では 文武の 要職に ある ものに は實 封を與 へた。 卽ち爵 あるの 宰相に は 食 邑干戶 にっき 

實封四 fn 戶を與 へ、 其の 他 學士. 刺史. 大將軍 • 諸 司 使 以上に 對 しても それ，， ^規定 を けた。 而も ほ 下 は 勿論、 皇 

子に して 王た る ものと 雖も、 封 爵は唯 だ 其の 身に 止まる こと. - せられ、 舞の f 襲 は 殆ど 跡 を 絶たん とした。 街 宋の爵 

も 皇族 及び 功臣 を 優待す るの 具に 過ぎない ので、 漢 の景武 以前の 如き 土地 人民 を 私有す る 制度ではなかった U 

官吏 は、 俸祿 を 受け、 品 高き もの は 親族 を 蔭す る こと を 得、 功 ある もの は 爵を賜 はる 外、 尙ほ 若干の 恩典に 與 つた。 

玄宗 以前、 均 田 法の 行 はれた 時代に は 官吏 は 品 級に 應 じて 永 業 田 を 賜 はり、 义 庶民 竝 みの 口 分 永 業 田 をも赐 はる こと 

に爲 つて 居た が、 庶民と 異なって 租庸調 を 悉く 免除 せられた。 尙ほ五 品 以上の 官の期 (一個 年の 喪に 服す る もの) の 

親族 も 同様の 恩澤に 浴した。 均 田 廢れ、 ：响稅 法が 起る に 及んで は 官吏 は 地位の 如何 を 問 はす、 その 有する ところの 土 

地の 大小に 應 じて 兩稅を 納め、 唯 だ 役の み を 免れた。 宋代 でも 同様であった。 文武の 大官 にして 如何に 權勢 ある もの 

でも 兩稅 を負擔 せねば ならなかった こと は、 中興の 名將韓 世忠が 積年 停滯 したと ころの 租賦を {n: に 輪し、 朝廷から そ 

の 褒賞 かた.，^ 都 王に 封 ぜられ たこと (建 炎 以來繁 年 要錄) に 依っても 明で ある。 當 時田產 ある ものに 對 して は. 刚稅 

と 差 役と 科 配と が 課せられたり 差 役と は 官府に 屬 する 下級の 事務であって 而も 多くの 勞 力と 费用を 要する もの を 人： ：！^ 
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に 割當て 、執行せ しめる こと を 云 ひ、 科 配と は 官の人 用品 を 民に 割當て . -廉 價を以 つて 納めさせる こと を 云 ふ。 宋代 

に 於いて、 初め、 官吏 は 無制限に 差 役 科 配 を 免除せられ たので あつたが、 弊害が 多い ので 微宗の 政 和 中、 品 級に 依つ 

て 差 科 免除の 田數を 限る こと， -し、 一品に 百 頃、 二 品に 九十 頃、 以下 遞 減して、 九 品に 十 頃と し、 此れ 以上の 所有地 

に對 して は 差 役 科 配 を 賦課す る こと、 した。 以上 は租 稅に關 する ものであるが、 刑法 上に 於いても 若干の 寛 典が あつ 

た。 卽ち 唐で は 五 品 以上の ものが 流罪 以下 を 犯せば 一等 を 減じ、 死罪 を 犯せば 上 請して 親裁 を 仰ぎ、 六 七 品の 官も流 

罪 を 犯せば 一等 を 減じ、 八 九 品の 官が 流罪 を 犯せば 噴 を 償す こと. - せられた。 宋 代に 於いても 大體 同様であった。. 

官吏の 階級 は必 しも 固定した ものではなかった U 資乂 J の 制度 は 之 を 固定 的なら しめんと する もので は あるが、 嗣子 

が 高位に 升らなければ その子 孫 はやが て 無官の 人と 爲り、 庶民 同様の 賦役に 服した。 而 して かく 庶民 同様に 爲っ たも 

の 、屮 から 叉 科 擧に應 じて 再び 官僚の 列に 入る もの も 多く 出で 來 つたので ある。 此の 父祖が 曾って 官吏で あり、 己 若 

しく は兒孫 も將來 官吏た らんと する 人々 が、 天下 各地 方に 多く 居住した。 彼等の 中には 或は 數十百 頃の 大地 面 を 有し 1 

富 王公に 迫る もの も あり、 或は 貧しく して 僅に 口 を 糊す る もの も あり、 その 財産の 有様 は 同一で はないけれ ども、 書 

を讀み 道を學 ぶと いふ 風尙は 略.' 共通であった (漢代 あたりに も 類似の 現象の あった 事 は 前章に 述べた 如くで ある〕。 

當時 此の 人々 を士人 •  士族と よび、 時として は士大 夫と いふ 古典的 名 稱をも 流用した〕 六 朝 時代に 於いて は 土人 • 士 

族の 名 は 專ら高 門 を 指した ので、 たと ひ顯 列に ある も 門地 卑しき ものに はかく 呼ばなかった ので あるが、 唐宋 以後 は 

決して 左樣 でなかった。 

官吏の 母 は 事實， 上 右の 士人 であった ので あるが、 國 法の 上で は， 農民 は 官と爲 る を. 許され、 唯 だェと 商と が 隋以來 


仕 進 を 禁ぜられて 居た。 唐で は、 本人 及び 同居 大功 (九 個 月の 喪) 以上の 親族に して ェ 商に 從 事す る もの は官に 就く 

を 得すと 定められ、 宋に 於いても 同様であった。 但し ェ 商の 徒と 雖も 其の 業を罷 めれば 官と爲 る こと を 妨げなかった 

ので、 其の 例は當 時の 文獻に 散見して 居る。 

唐宋 五代の 際に 武人 政治の 行 はれた こと も 一言して 置かねば なるまい。 支那で は 古くから 文 を 揚げて 武を 抑へ、 武 

人 は 常に 文官の 下風に 立った ので あるが、 唐の 審宗の 頃から 邊疆に 節度 使が 置かれ、 安祿山 反亂の 後に は、 5: 地に も 

要衝の 處に 節度 使 • 防禦 使 • 團練使 等が 置かれ、 彼等 は 次第に 文武の 權を 掌握して 武人 政治の 網 を 張りつ める やうに 

爲 つた。 節度 使 は 通例 一 一三 州 乃至 四 五州 を 管轄し、 防禦 使 • 團練使 は 概ね 一 州を領 した" 刺史は 州の 長官で 本來 文官 

であるが、 五代の 際、 節度 使 は その 管內の 州の 刺史に 武將を 任用し、 然ら ざれば やはり 武將を 知 軍 州 事と して 刺史の 

事 を 行 はしめ た。 州の 中には 幾つかの 縣が あり、 その 長官た る縣 令に は 依然 文官 を 用 ひた けれども、 縣. 2： 處々 に 鎖 

使. 鎭將 • 軍使な どい ふ もの を 置き、 捕 盜 • 聽訟 • 徵稅等 を 掌ら しめたので、 縣 令の 職 は 殆ど. 虛器 たらん とした。 か 

くて 道に 節度 使 あり、 州に 武人の 刺史 若しくは 知 軍 州 事 あり、 縣に鎭 使 • 軍使な どが あって、 武人 政治の 系統が 形成 

され、 而 して 節度 使 等 は 皆 子孫 傳 襲の 計に 急であった から、 若し 此の ま. - 固定 永 緩 すれば、 封建 政治の 樹立 を • 見 るべ 

き 勢と 爲り、 士林 衣冠の 徒 は屛息 し、 科 擧も衰 へ廢れ たが、 宋の 太祖 太宗の 努力に 依って 武人 政治 組織 は 悉く 破壊 さ 

れ、 苒 び 文治主義の 世と 爲っ たのであった。 
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北朝 後^ 以來均 田 法が 行 はれ、 も 之 を 採用した ので、 その 初葉に 於いて は 庶民 は 口 分 永 業 百 畝の 田 を 給せられ、 

若干の 例外 を 除いて 其の寶 買 を 禁止され たが、 安 祿山反 亂の後 は、 その 制度 全く 崩壞 し、 土地 は 人民の 意に 隨 つて 處 

分す る こと を 許された。 均 田 法 施行の 際に は 人民 は その 原籍地に 定住す る こと を 要し、 他鄕に 移る こと を 許されす、 

飢饉 其の 他の 事由に 依って 流 散した もの も、 出来るだけ 故鄕に 還ら しめられた ので あつたが、 均 田罷み 兩稅行 はれる 

と共に、 他 鄕に流 i ぬする もの を 戸籍に 牧錄 し、 土 著の もの を土戶 (宋 代に は 主戶) と 云 ひ、 流寓の もの を 客 戶と云 ひ、 

土 客 併せて 徵稅の 目的と した。 -米 代に 於いても 客戶を 認め、 戶籍に は必す 主客の 別 を 注した。 但し 主客 併せて 賦稅を 

負擔 せしめん とすろ の 主義 を 放棄して、 屯/ 户 をして 專ら之 を負擔 せしめた。 唐の 中葉 以後 土地に 關 する 制限が 除かれ、 

居住に 關 する 制限 は 全く 除かれた ので はないけれ ども、 大に 緩和せられ たこと を 注意し なければ ならぬ。 

奴婢の 制度 も大 なる 變化 があった。 唐 代に 於いて は、 官有の 奴婢 は雜戶 • 官戶. 官 奴婢に 分かれ、 私有の それ は 部 

曲. 奴婢に 分かれた。 奴婢 はや はり 財物 を以 つて 极 はれ、 寶買も 自由で あつたが、 部 曲 は 財物 を以 つて 視る こと を 得 

す、 從 つて 其の 資買も 許されなかった。 奴婢 罪 あり、 主人 官に請 はすして 殺す 時 は 主人 は 杖 一 百に 處 せられ、 罪 無く 

して 殺す 時 は 徒 一年に 處 せられ、 主人 部 曲を毆 つて 死に 至らし むる 時 は 徒 一年、 故殺す る もの は 徒 一年 半であった" 

唐 代に 於け る官私 奴婢の 數は六 朝に 比すれば 減少した やうで あるが、 猶ほ 相當に 多く、 突 厥 • 吐 蕃 • 囘^|^  • 新羅の 人 

の略賣 せられて 支那に 來り 奴婢と 爲る もの も少 からすあった やうで ある I) 然るに 宋に 至り、 官 私の 奴婢 俱に 減じ、 南 

渡の 後 特に それが 著しく、 雜戶. 官戶. 部 曲の^ 別 も 消失し 了った。 此れ は 小作人 制度が 發 達し、 農耕に 奴 僕 を 用 ふ 

るよりも 小作人 を 用 ふること が 利益と 爲り、 又雇慵 制度が 發 達し、 給料 を拂 つて 適 當に人 を 雇 ふこと が 流行した 結果 


であって、 同時に 奴婢の 境遇 も雇慵 者に 接近し 來り、 待遇 も 改良され たやう であった。 しかし 次の 元 代に 入る と、 蒙 

古の 權 門が 擅に 多數の 男女 を 捕へ て 奴婢と 爲し、 漢人 も 之に 倣 ひ、 奴婢 再び 多く 爲り、 唐 以前の 狀 態に 逆轉 した。 

第 六 章 元の 種族 階級 

元は 蒙古 人を以 つて 支那 を 征服して 國を 建てた ものである。 是れ より 先、 外 民族に して 支那の 一部 を 領有 統治した 

ものに 後 魏. 金 などが あった。 金 は 北 宋を滅 し、 北 支那の 地を掩 有して 後、 此の 地方に 猛安. 謀克と 呼ぶ 屯田 軍を設 

け、 漢人に 高壓を 加へ たばかりで なく、 官吏の 擧 用に 於いても 蕃 漢を區 別し、 漢人 を 疎外し、 己の 族に 厚う する 傾 は 

あつたが、 しかし 微然 たる 階級 制度 を爲 すに 及ばなかった。 種族に 依って 明に 階級 を 定め、 その 權限を 分かつ こと は、 

元に 至って 始めて 之 を 見た ので ある。 下に 一 通り 之 を 述べよう。 

元の 階級 は 三つから 成立つ。 蒙古 • 色目 • 漢人が 卽 ちそれ である。 蒙古 はいふまで もな く 蒙古 人で、 蒙古の 諸 部族 

である。 色目 は 西域 諸 國人を 指す。 色目と は 異色 目 人の 略で、 異色 目 又は 色目 は宋代 支那に 於いて 外 國人を 指す； .：s 葉 

であった が、 元朝 は 其れ を 用 ひて 專ら 遠來の 西域 人 を 意味せ しめる こと、 したので ある。 漢人と は 支那 人の 外、 契 丹 

人 • 高 麗人 • 女 眞 人. 渤 海人 等をも 指す。 但し 支那 人 は 更に 二種に 分か たれ、 嘗 つて 金の 治下に 在った もの を 漢人と 

云 ひ、 宋の 治下に 在った もの を 南 人と 云った。 此の 場合の 漢人 は 狭い 意味に 用 ひられた ので、 此の 語に は廣狹 二つの 

意義が 持た しめられ たので ある。 三階 級の 中、 蒙古が 最も 高く、 色目 之に 次ぎ、 漢人 叉 之に 次ぎ、 南 人が 最も 低 かつ 

た。 一： 儿史 百官 志に も r 官に常 職 あり、 位に 常 位 あり、 其の 長 は 則ち 蒙古 人 之と 爲り、 而 して 漢人 南 人 或す」 と 云 ひ、 
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蒙古 人の 絕對 優越 を 高調して 居る。 故箭內 1 博士が 元史 について 研究され たと ころに 依れば、 元 一 代に 於いて 中 書 省 

の 長官た る 右 丞相. 左 丞相に 任ぜられた 五十 七 人の 中、 大部分 は 蒙古 人で あるが、 四 分の 一 乃至 三分の 一 は 概ね 色： m 

人で、 漢人 も 叫 人を數 へ、 樞密院 の 長官. たる 知 樞密院 事の 中には 四 人の 色 y 人、 御 史臺の 長官た る 御史大 夫の 中には 

一 人の 漢人 を 見出す とい ふ。 叉 地方 官廳 として 最も 上位に ある 路總 官府の 長官 達魯花 赤の 中に も 色 人 一 一十 人 漢人 十 

二人 あり、 地方の 軍事 を 掌る 萬 戶府の 長官 達魯花 赤の 中には 色目 人 二十 人、 漢人 一人あった とのこと である。 此れに 

依って tM: 外 各 官衙の 長官に 蒙古 人 を 用 ふるとい ふ は 原則であって、 實 際に は 異例が 少 からす あつたが、 それにしても 

主として 長官と 爲 つたの はや はり 蒙古 人で あり、 蒙古 人に ついで 長官に 任ぜられ たの は 色目 人で、 漢人 を 用 ふること 

は 最も 少 かった ことが 知られる。 而 して 至 元 十七 年 以後 は路總 官府に 漢人 を 用 ふること は 全く 禁止せられ たこと も 元 

史に 見えて 居る。 

元は 初 は 科 擧を用 ひす、 仁 宗の延 祐以來 始めて 之 を 施行した が、 蒙古 人 及び 色目 人に は經問 五條 及び 策 一道 を 課し、 

漢人 南 人に は 經疑ニ 問、 經義 一道、 古 賦詔誥 章 表 及び 策 一道 を 課し、 漢人 南 人の 試驗 程度 を 高く し、 蒙古 色目の それ 

を 低く した。 而 して 漢人 南 人の 試に 應 する もの は 蒙古 人 色目 人に 幾倍雜 する に拘 はらす、 その 及第者の 數は四 者 同一 

に 定められた。 此れ はいふまで もな く 蒙古 色目に 取って 非常な 利益で あつたので ある。 資 蔭の 制 も 世 祖以來 行 はれ、 

五 品 以上の 官に その子 を 藤す るを聽 したが、 成宗 の大德 以後 は、 蒙古 色目 は 漢人より 一級 を 優にす る こと X せられた。 

刑法 上に 於いても 蒙古 色目 は 優遇 せられた。 漢人 若し 蒙古 人を毆 打せば 蒙古 人 は 之に 毆ち 返す こと を 許された けれ 

ども、 漢人が 蒙古 人に 毆打 された 場合に は 唯 だ 之 を 官に訴 へる こと を 得る のみであった。 漢人、 蒙古 色目 を 殺せば 死 


刑に 處 せられ、 尙ほ 犯人の 遣 族 は 燒埋銀 を 出 ださ しめられ たが、 蒙古 色目 は爭 論の 餘、 若しくは 醉に乘 じて 漢人 を 殺 

しても 罰金 を 科せられ、 出征 を 命ぜられ るに 過ぎなかった。 凡そ 竊盜 は、 初犯 再犯 等 その 度 數に從 つて、 或は 左臂、 

或は 右臂、 或は 項に 刺す る 制で あつたが、 蒙古 色目に は 一切 之 を 免じた。 叉 蒙古 色目の 罪 を 犯した 際に は 大宗 正府を 

して 之 を 審理 處斷 せしめ、 漢人 南 人 は 州縣官 をして 審理せ しめた。 

元朝の 蒙古 • 色目 • 漢人 三階 級に 對 する 待遇の 差別 は 大略 以上の 如くであった。 蒙古 人が 多くの 特 權を與 へられ、 

最も 優越な 地位 を 占めた こと は、 征服者と して 當然 のこと であらう。 色目 人 は 準 蒙古 人と もい ふべき 資格 を賦與 せら 

れ たやう であるが、 此れ は 被治者た る 漢人が 數に 於いて 壓倒 的に 多く、 少數の 蒙古 人を以 つてして は 統治が 困難で あ 

り、 而 して 色目 人 は 早く 蒙古に 從屬 し、 東西に 轉戰 して 功 を 立て、 蒙古 人の 信頼 を 贏ち 得て 居た 爲め、 元朝 は 之を援 

いて 己の 羽翼たら しめよう とした 爲め であらう。 

元朝 は、 皇子 其の 他の 皇親を 王に 封 じ、 之に 食 邑を與 へ、 且つ 歳 賜の 名の 下に 年々 銀 及び 絹 を 給した。 王の 地位の 

上下 は その 賜 はると ころの 印に 依って 定まった。 卽ち 金印 獸紐を 受けた ものが 最も 貴く、 以下 次を逐 うて 金印 蠄， 紐 • 

金印 駝紐 • 金鍍銀 印駝紐 • 銀印龜 紐 を 賜 はった ので ある。 王の 稱號に は 燕 王 ，秦 王の 如く 一字の ものと、 安西 王 • 北 

安 王な どの 如く 二字の ものと、 國邑の 名 を 用 ひすして 蒙古の 氏族 名を稱 へる ものな どが あり、 此の 中大體 一字 グー 封號 

が 地位 最も 高き ものに 與 へられた。 王の 地位 は 概して 世襲され、 從 つて 百數十 人の 多き に 及び、 之に 對 して 一 々食邑 

が振當 てられた ので ある" 食 邑は數 百 戶 • 數干戶 より、 多き は 一 ニ萬戶 乃至 五六 萬戶に 及び、 極めて 稀で は あるが 十 
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餘萬戶 の もの もあった。 食邑の 行政 權は總 ベて 州縣 官に屬 し、 唯 だ五戶 毎に 王の 爲 めに 絲 一斤 を 出 だし、 州 縣官に 於 

い て 之 を 築めて 王に 交付す る こと. - せられた。 かくの 如く 王 自ら 其の 食邑を 治める こと を 得なかった と は 云 へ 、 その 

待遇 は 唐宋の 王に 比して 遙に 優渥であった。 (因みにい ふ、 高麗 • 緬 • 安 南の 君主 は 元朝の 公 主に 尙 して 駙 馬と 爲り、 

王號を 受け、 皇親諸 王に 準じた のであった。) 

臣下の 爲 めに は國公 • 都 公 • 郡 侯. 郡 伯. 縣 子. 縣 男の 六爵が 設けられた。 而 して 勳 功の 最も 勝れた もの は、 王 若 

しく は 郡 王に 封 ぜられ る こと もあった。 王 • 郡 王 はいふまで もな く、 爵の 高い ものに も 食 邑を賜 はった。 臣下に して 

王に 封 ぜられ たもの は 殆ど 悉く 蒙古 人で あり、 國 公に 封 ぜられ たもの も、 蒙古 人 を 主と し、 色目 人 及び 極めて 少數の 

漢人で、 南 人 は 全く その 選に 與ら なかった。 

第 七 章 明淸 の社會 

明が 元の 天子 を逐 うて 支那 全土 を 定め、 漢人の 王朝 を 復興す るに 及んで、 元 代の 種族 階級 は 一朝に して 崩壞し 了り、 

蒙古 人 及び 色目 人 は 勢力 を 失 ひ、 社會は 大體に 於いて 宋 代の 舊に歸 つたので あったり 明滅び て 後、 支那 は 再び 異 民族 

たる 淸 朝の 支配 を 受ける こと X 爲 つた。 しかしながら 淸 朝の 施政 は 元に 比すれば 頗る 溫 和であって、 支那の 社 會は甚 

しく 攪き亂 される やうな こと はなく、 從來 執り. つ あった 針路 を更 へす して その ま \ 行くべき 處に 向つ て 進行した や 

うであった。 明淸 の社會 組織に 關 する 二三 重要事項 を 下に 述べよう。 


明 は 代々 皇子 を 封 じて 王 (親王) とし、 國號を 定め、 その 國に當 ると ころの 地方に 王府を 設けて 此に 住せし め、 嫡 

長子 孫 をして 相承 繼 せしめた。 冽へば 秦 王が 西 安府に 住し、 晉 王が 太 原府に 住する が 如くで ある。 但し その 地方 を統 

治す るので はなく、 歳 ごとに 萬 石の 祿を 受け、 、若干の 兵士 を蓄へ て 自ら 衞る こと を 許された。 王の..：^ 子 は 都 王と 爲り 

每歳六 干 石 を 受けて これ を 子孫に 傳 へたが、 特に 王に 封 ぜられ る もの も往々 にして あった。 明の 皇族 封餘の 制度 は 元 

に 比すれば 餘程 手薄で ある けれども、 宋に 比すれば 大に 優渥であって、 その 結果 燕 王 を はじめ 慶王 • 寧 王の 如き 反亂 

者 を も 出 だし、 又 中葉 以後 宗 室の 歲祿が 非常に 膨 腿して 財政 上の 難問題と も爲 つた。 王が 地方に 居住す る こと も晉以 

後 例の ない ところで、 古の 封建の 俤に 幾分 近いので あるが、 それにしても、 地方の 政務に は 全く 與ら ない ので あるか 

ら、 眞の 封建で ない こと は 勿論で ある。 功臣 外戚 等の 爲 めに は 公侯 伯 三等の 爵を 設け、 公に は 五千石 乃至 二 干 五百石 

の祿を 給し、 侯に は 干 五百石 乃至 干 石、 伯に は 干 石 乃至 七 百 石 を 給した。 此れに は 世 爵流爵 の 別が あって、 世爵は *1 

襲し、 流爵は 一 代 限りであった。 

淸朝 は、 皇族 を宗窒 及び 覺羅の 二種に 分かち、 宗窒 の內、 皇室と 關係 深き ものに、 親王. 世子 • 都 王. 長子. 貝 

勒. 貝 子. 鎭國 公より して 奉恩將 軍に 至る 十四 等の 爵を與 へ、 親王に は、 歲棒銀 一 萬 兩 • 祿 米 ー萬斛 (Ig) を 給し、 

以下 遞 減し、 奉恩將 軍に 至って 歳 ごとに 銀 百 十雨、 米 百 十斛を 給した。 而 して 禮 親王 睿 親王 等 八 家の 親王 及び 郡 王に 

は その f 襲 を 許し、 その 餘は 一代 毎に 遞次降 襲す る ものと した。 皇子 も 初より 親王 郡 王の 如き 高 憐 に封ぜ す、 貝勒. 

貝 子の 如き を 授け、 賢 否 功過に 依って 次第に 進級せ しめたの である。 要するに、 淸 朝に 於け る 皇族 封 倚の 制 は 元は 勿 

論 明と も大に 異なり、 寧ろ 唐宋の それに 近い ものであった。 有功の 臣 僚の 爲 めに は 公侯 伯 子 男、 輕 車 都 尉、 ^都 尉、 
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雲騎 尉、 恩騎 尉の 爵を 設け、 公 は 更に 一等 公二 等 公三 等 公の 三等に 分かち、 侯 以下 五 級 は 各- '更に 四 等に 分かち、 騎 

. 都 尉 は 二等に 分かち、 合計 二十 七 等と し、 一 等 公に は 歳 ごとに 銀 七 百兩、 米 七 百斛を 給し、 降って 恩騎 尉に 至り、 銀 

匹 十五 兩、 米 四十 五斛を 給した。 此 等の 爵 にも 世襲 を 許す ものと 遞減承 襲す る ものとの 二種が あった。 授爵の 制度の 

表面に は滿漢 の^は 現れて ゐ ない けれども、 實 際に は 滿人は 文 勳武勳 の 別無く、 あらゆる 爵を 授けられ、 漢人 は. 4 功 

ある ものの み 侯爵 以下 を 授けられた。 

明の 科 舉は鄕 試 .會 試 • 殿 試の 三 暦より 成立ち、 三年に 一た ぴ行 はれた。 鄕 試は备 省に 於いて 執行し、 之に 及第し 

たもの を擧 人と 云 ふ。 鄕 試の 行 はれた 次年、 京師なる 禮 部に 擧人を 集めて 行 ふの が會 試で あり、 その 及第者 を廷 中に 

召して 天子 親ら 策す るの が 殿 試. である。 殿 試 は 殆ど 形式に 近く、 及不 及は會 試に 依って 決した。 會 試に 及第した 者 を 

一甲 二 甲 三 ゆに 分かつ。 一甲 は 唯 だ 三人 だけで、 之 を 狀元. 榜眼 • 探 花と 云 ひ、 進士 及第の 稱號を 賜 はる。 二 甲 若干 

人に は進士 出身 を 賜 ひ、 三 甲 若干 人に は 同進士 出身 を 賜 はる。 鄕試會 試に 於いて は 第 一 場より 第三 場に 至る 三 囘の試 

驗が行 はれ、 課題 は 四書 五經屮 より 選ばれ、 宋 儒の 注に 依って 之 を 解説し、 文 はい は ゆる 八 股 を 用 ふべき こと X せら 

れた。 鄕 試に 應 する の 資格 は、 初め 國子監 の學生 及び 府州縣 學の學 生に して 學 成れる もの、 Hi 士の 未だ 仕へ ざる もの、 

及び 未 人 流の 官 とせられ たが、 後學校 出身者に 限る こと. -爲 つた。 尙ほ 宣宗卽 位の 初、 省 毎に 鄕試 及第者の 額 數を定 

めた。 例へば 南京 國子監 及び 南 直隸が 八十 名、 北京 國子監 及び 北 直隸が 五十 名、 江 西が 五十 名、 浙江丄 i 建が 各 四十 

五名と いふが 如くで、 その 總數は 五 百 五十 名であった〕 此の 後 その 數は 次第に 增 加され、 一時 額 数の 制を罷 めた こ と 


もあった けれども 忽ち 規復 せられた。 會試 及第者の 數は國 初 以來少 き は數十 名、 多き は 五 ic 名に 近かった が、 通常 三 

百 名前 後であった。 宣德 正統の 頃から 地方に 依って 及第者の 數を 定める ことが 起った。 それ は 支那 全土 を 南北 中に 分 

かち、 應天 及び 蘇 松諸府 • 浙江 • 江 西 等 出身者 ひ 答案 を南卷 とし、 順 天 • 山 東 • 山 西 等の それ を北卷 とし、 四川 • 雲 

南 等の それ を中卷 とし、 及第者の 百 分の 五十 五 を南卷 より 取り、 三十 五 を北卷 より 取り、 十 を中卷 より 取る ことで あ 

つたり 會殿試 及第者の 中 第一 甲 は 翰林院 修撰 • 編修 を 授けられ、 二 甲 三甲數 百 人 は 給 事 中 • 御史主 書 行人 其の 

他の 中央 官吏、 或は 府推官 知 州 知縣の 如き 地方 官に 任ぜられた。 以上 は 明 代科擧 制度の 大要で ある。 

淸 代に 入り、 科舉 制度 は 愈. - 詳密と 爲 つたが 鄕會殿 試 三 曆の法 を はじめ、 その 要點は 明の 其れと 大體 12 様であった。 

省 毎に 鄕試會 試 合格者 を 定める こと も 早くから 行 はれた が、 咸璺ー 一年の 欽定 科場條 例に よれば、 順 天" 肘 一 rrH 三十 一 一名、 

山 東 省 六十 九 名、 山 西 省 六十 名、 河南 省 七十 一 名、 江 蘇 省 六十 九 名、 {. ^徽省 SI 十五 名、 浙江省 九十 四 名、 江 西ハ.？ 九い 

四 名、 福 建 省 八十 七 名、 湖北 (N? 四十 七 名、 湖南 省 四十 五名、 陝西省 六十 二 名、 四川 省 六十 名、 廣東省 七十 二 名、 廣西 

省 四十 五名、 雲 南 省 五十 四 名、 貴 州 省 四十 名、 甘肅省 三十 名で 合計 干 二百 七十 八 名であった。 南北 中 卷を训 つて 及第 

者の 數を 定める こと は淸 代で は 行 はれなかった" /き 試 及第者の 數 は乾隆 以前に は 百 幾 十 人 一 一 百 幾 十 人を數 へる ことが 

多かった が、 その後 三百 人 以上 を 取り、 五 百 人 を 限度と する に 至った。 上に 褐 げた 鄕試 及第者の 順 天府の 定員の 巾に 

は 滿字號 二十 七 名と いふ ものが 定められ、 滿洲人 蒙古 人 合せて 二十 七 名の 及第者 を 取るべき こと 、爲 つて 居る。 此れ 

は 一般 科舉 制に 於いて 滿洲 人に 與 へられた 唯一 の 而も 極めて 輕微 なる 保護で ある。 滿洲 人の 爲 めに は 別に， 潘譯 科舉と 

ぃふものが？！^けられ、 一般の 科舉に 倣って 鄕試會 試 殿 試が 行 はれ、 滿洲 文に よる 四書 論題 ュ^ に 漢文の 滿洲； 諧絲譯 を 課 
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し、 及第者に は進士 出身 を 授けた。 一般 科擧に 於いて 特に 滿洲人 を 保護し なかった 主なる 理由 は潘譯 科擧の 設けの あ 

つたこと であらう。  . 

资蔭 は明淸 時代に 至って 稍.' 制限され た。 明の 初に は 猶ほ七 品 以上の 官は 一子 を薩 する こと 、爲 つて 居た が、 つい 

で 在京 三 品 以上の 品に して 功績 顯 著なる ものにして 始めて 之 を 請 ふ を 得る こと . -爲 り、 天 順 成 化より 後 は、 三 品 以上 

にして 勞縝 ある もの.. 一子 を 蔭して 國子監 に 入って 讀書 せしめる こと ュ爲 つた。 國子 監の學 生は會 試に 應じ、 或は 保 

薦に 依って 官に 就く こと を 得る ので ある。 淸 朝で は國 家の 慶典 あるに 遇へば 京 官四品 以上、 外官 (地方 官) 三 品 以上 

の 子 を 父の 品 級に 從 つて 員外 郞 以下に 任じ、 或は 國子監 に 入って 肄業 せしめる こと、 した。 叉戰爭 其の 他國 事に 倒 4. 

たもの は、 それが 有 品の 官 である 以上、 すべて その子 を官 せしめた。 ， 

科擧資 薩 の 外、 官吏た るの 途が尙 ほ 二つ 三つ あつたが、 その 最も 主なる もの は捐 鎖であった。 捐納と は 財 を 納めて 

官を 授けられる ことで、 官を買 ふに 外ならぬ。 此の 種の 事例 は漢 より 存し、 その後 も屢. ^現れた が、 明の 景泰 以後 頓 

に 盛に 爲 つた。 しかし 當時 は猶ほ 國子監 生の 資格 を與 へ、 或は 州縣佐 贰官の 如き 卑職 を與 へる に 過ぎなかった。 淸代 

に 人って は康熙 帝が 三 藩の 亂を 平げ て 後、 始め 捐例を 開き、 その後 歷朝、 軍 事大 土木 等、 多額の 费用を 要する 事件の 

ある 毎に 捐納を 行 ひ、 殆ど 常例と 爲 つた。 捐納の 規定 は 極めて 複雜 であるが、 その 一端 を 示せば、 凡そ 貢 生 (府 州縣 

學の 生徒 中、 成績 優秀に して 選ばれて 禮 部に 送られる もの、 禮部 にて 訟衡の 上、 或は 國子監 に 入らし め、 或は 地方 屬 

官に 任用す) • 監 生た る もの は、 京官 では 郞中 以下 を捐 する こと を 得、 外官 では 道 員 以下 を捐 する こと を 得た。 され 

ば 一見 無學の もの は 捐納を 行 ふこと が出來 ないやう であるが、 貢 生 監生も 亦 之を捐 する こと を 得る ので あるから、 畢 


竟銀 ある もの は 官を買 ふこと を 得た ので ある。 科舉は 文學の 士に對 して 官職 を II 放す る ものであるが、 捐納は 財産 あ 

る ものに、 之 を 開放す る 所以で あり、 官僚の 門戶は 次第に 廣 きを 加へ たこと に爲 るので ある。 

有 品の 官吏が 本 身の 役 を 免ぜられ、 而 して 田 賦は之 を負擔 する こと は、 唐 後期 以來の 通 制と いってよ いが、 明 代に 

至って、 別 様の 制 を 見る に 至った。 世宗 の嘉靖 二十 年に 定めた 優 免 則 例が 卽ち 其れで、 京官 一品に 對 して は糧 三十 

石、 人 丁 三十 丁 を 免じ、 二 品に は糧 二十 四 石、 人 丁 二十 四 丁、 三 品に は糧 二十 石、 人 丁 二十 丁、 四 品に は糈 十六 石、 

人 丁 十六 丁、 五 品に は糧 十四 石、 人 丁 十四 丁、 六 品に は糧 十二 石、 人 丁 十二 丁、 七 品に は 糧十石 人 丁 十 丁、 八 品に は 

糧八石 人 丁 八丁、 九 品に は 糧六石 人 丁 六 丁 を 免じ、 外官は 各.' 之に 半し、 敎官 (州 縣學の 敎師) 監生. 舉 人. 生 ^53; (州 

縣學の 生徒) は 各糧ニ 石、 人 丁 二 丁 を 免す る こと X した。 糧 はいふまで もな く田賦 であり、 人 丁 は 家族 及び 使用の 壯 

丁 を 指す ので、 官吏の 家に 於いて 所有す る 田 土の 稅及ぴ その 家族 使用人に 對 する 徭役を 右の 如く 免除し、 それ 以上に 

對 して は 之 を課徵 したので ある。 此の 規制 は 其の後 引繽 いて 行 はれ、 淸の 順：！ 3 年間に も 之 を その ま 踏 製 規定した。 

然るに 雍正四 年 (1726  A.D.:) に 至って 詔して 之を罷 め、 紳衿は 本 身 一 丁 を 免ぜられ、 その 餘の 丁賦： a に 田赋を 悉く 負 

擔 する こと --爲 つた。 

淸 朝が まだ 満洲に 據 つた 時、 卽ち 太祖 太宗の 際に は、 文武の 大官は 滿洲人 及び 降附の 蒙古 人 若干の 漢 軍旗 人で あつ 

たが、 世 祖順治 帝が 北京に 都して 後 は 頗る 漢人 を 用 ひ、 殆ど あらゆる 官職に 滿人 漢人 竝に 蒙古 人 を 併せ 用 ひた" 而し 
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て その 任用に 一定の 規準が 無く、 雜駭を 免れなかった が、 共の 後 次第に 整理され、 乾隆に 至って 確定した。 漢人の 品 

秩は 初め 问 官の滿 人より 降る こと 一 等で あつたが、 此れ は 順 治 十五 年に 畫 一にせられ た。 今 乾隆會 典に 依る に、 中央 

政府の 吏 は滿漢 併用 を 原則と し、 事務官に は 滿人を 最も 多く 用 ひ、 漢人 之に 次ぎ、 蒙古 人 叉 之に 次ぎ、 長官 武官 は 

滿 漢同數 であった。 例へば 內閣に は、 大學士 滿漢各 二人、 協 辦大學 滿漢各 一人、 學士滿 六人漢 §： 人、 侍讀學 士滿四 人、 

蒙古 一 一人、 漢 1 一人、 侍 讀滿十 人、 蒙古 漢軍各 一 一人 等が あり、 吏 部に は、 尙書 滿漢备 一 人、 左右 侍郞 滿漢备 一 人、 郞中 

滿八 人、 蒙古 一 人、 漢四 人、 員外 郞滿八 人、 蒙古 一 人、 漢五 人、 主事 滿四 人、 蒙古 一 人、 漢六 人、 堂 主事 滿四 人、 漢 

軍 一人、 司務 滿漢备 一人、 筆 帳式滿 五十 七 人、 蒙古 四 人、 漢軍十 有 二人であった。 事務官に 滿人を 多く 用 ひた 主なる 

理由 は 恐らく 滿 人の 生活 を保證 する ことであった らう。 而 して 長 貳を滿 漢同數 としたの は、 滿人 をして 政權を 壟斷せ 

しめざる ことに も爲 り、 叉將來 ^人の 勢力の 過大と 爲 るの を 防ぐ 用意と も爲 るので ある。 地方 官 採用に ついては 何の 

規定 も 無かった ので、 殆ど 漢人の 獨 占に 歸 した。 淸朝も その 率ゐ ると ころの 滿洲 人の 勢力 を 維持し 且つ 其の 生活 を擁 

護す る爲 め、 官制 を 首と し、 軍制、 學校、 田 制 等 種々 の點に 於いて 相當 努力した けれども、 其の 態度 は 元に 比すれば 

非常に 寛大であった。 滿洲人 は 自ら 一 階級 を 成した けれども、 元 代の 蒙古 人の 如く 政治的に 絕對 優越の 地位に 立ち、 

强大な 權カを gt つたので はなかった。 蒙古 人は淸 朝が 援 いて 羽翼と した もので、 元 代の 色目 人に 似た 地位に あつたの 

であるが、 その 權カは 色目に 比ぶべく もない 微弱な ものであった。 

淸 代に 於いて 奴婢 蓄 養の 衰 へた X- とも 閑却し がたい。 明 代で も 揚子江 以北で は蓄 奴の 風が 衰 へつ 、あつたが、 江 南 


に は猶ほ 盛であった。 然るに 淸 の康熙 中に 至り 江 蘇安徽 地方に 奴 僕の 暴動が 起り、 その 主人 筋なる 豪族 措紳を 殺戮し、 

慘鼻を 極めた。 せに 之 を奴變 とい ふ。 此の 後江 南 は 勿論 一般に 奴婢 殊に 奴 を 養 ふこと は 頗る 衰へ、 淸朝 末期に は 唯 だ 

多少の 女 婢を存 する のみであった。 其の 原因 は 色々 あらう が、 要するに、 元以來 一時 抑 へられて 居た 奴婢 減衰の 大勢 

が 再び 機會を 得て 擡頭し 來っ たもので あらう。 

第 八 章 結 語 

社會は 政治 關 係から 觀 察する こと も 出來、 經濟關 係から 觀る こと も 出來、 政治 經濟兩 方面から 觀る こと も出來 る。 

私 は 政治 關 係に 重き を 置いて 支那 社會の 變遷の 一 端 を 窺った に過ぎない。 

私の 見る ところでは、 支那 社 會の變 遷は六 時代に 分かつ ことが 出來 る。 第一 は 封建時代で 戰國 以前で ある。 第二 は 

郡縣 時代で 秦漢を 指す。 皇帝が 事實上 全國を 直接に 統治した 時代で、 先秦の 諸侯 ゃ士大 夫の やうな 世襲 階級 は 無く、 

細やかに 觀れば 幾つかの 階級が 存 しはする けれども、 その 權 利の 差等が 少く、 比較的 平等な 社會を 形成した ので あつ 

た" 郡縣の 政治 は 此の 後長く 行 はれる ので あるが、 始めて 其れが 行 はれた 時代で はあり、 便宜上 都縣 時代と 名 づける。 

第三 は 世 族 中心 時代で 六 朝 を 指す。 いは ゆる # 族 は橫斷 的に 社會 の上曆 をい ：！ め政權 を も 斷 したわけ ではない が、 し 

かし 政治的に も 社交的に も 殆ど 社會の 中心 を爲 しつ あつたの である。 第 四 は 前期 官僚 時代で 唐宋を 指す。 世 族の 勢 

カ衰 へ、 主として 科擧 によって 出世した 新しい 官僚 階級が 政治 を擔 任した 時代で ある。 第五 は 種族 階級 時代で； 兀代を 

指す。 蒙古 • 色目. 漢人な どい ふ 種族に よる 階級 別に 依って 社會の 支配され た 時代で、 斯様な 橫斷的 封鎖 的な 階級 は、 
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前後に 絶えて 無き ところで ある。 第 六 は 後期 官僚 時代で、 明淸を 指す。 此れ は 前期 官僚 時の 延長と 觀て よいが、 捐納 

が 盛に 爲り、 財力の 界 に：： ^入した の は 前に 無かった ことで ある。 淸代は 滿洲： ^族が 支那 を統ュ 9 した 時代で は あるが、 

元 代の やうな 峻厳な 階級 制度 は 起ら す、 その 社會は 大體宋 明の 時と 大差 無かった やうで あるから、 明と 併せて 後期 官 

僚 時代と して 不倫で はなから う。 官僚 階級 は淸 朝の 減び ると 共に 崩壊した。 民國の 初に は猶ほ 惰力の 侮る 可から ざる 

ものが あつたが、 それ も 年 一年 衰へ 去った。 現在 は 國ぉ黨 を 中心とする 官吏 政 客が、 中央の 政權を 占め、 軍隊の 頭領 

いは ゆる 軍^が 地方 的に 勢力 を 域 ひ、 一方に は淸朝 末期より 發 達し 來 つた 商工 資本家が 新 勢力と して 雄視 し、 地方の 

豪 强措紳 は 世態の 變遷 につれ て 財力 權カ 俱に衰 へつ あるが、 而も 無視す る ことの 出來 ない 一 階級と して 殘 つて 居る。 

本篇の 中、 六 朝の 世 族に 關 する こと は、 主として 趙 翼の 隊 餘叢考 ニー 十二 史劄， 記 ：！ 組に 岡 崎 文 夫 博士の 魏晉 南北朝 通史に 依り、 元 

. の 階級 制度 は 故 箭内亙 博士の 蒙古 史硏究 及び 輟畔錄 • 二十 二 史劄記 等に 依った。 先秦の 氏族 其の 他の 問題に ついて 梁 啓 超 氏の 中 

國 文化史 社會 組織 篇を 參考 した〕 著者 自らの 考察の 爲 めに は 種々 の文獻 を涨獵 したが、 最も 多く 使用した の は、 正史の 志 表 列傳、 

唐會要 其の 他の 會耍類 • 通 典 • 文 獻通考 • 績文 獻通考 • 皇 朝通考 などで あ つ た。 

附言。 本篇は 僅少 Qni 子を以 つて 勿々 筆 を 執った 爲め、 頗る 粗略 不完全な ものと ハ饬 つた。 他； M 機會を 得ば 改めて 稿 を 起し、 今 

E の 遗憾を 償 ひたいと 思 ふ。 
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